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カ
ラ
吹
き
源
泉
事
故
に
つ
い
て

　

３
月
18
日
、
仙
北
市
が
管
理
す
る
「
カ
ラ
吹
き
２
号
源
泉
」
か
ら
下
流
に

２
０
０
㍍
程
下
っ
た
地
点
で
、
３
名
の
方
が
亡
く
な
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

田
沢
湖
高
原
温
泉
郷
へ
温
泉
を
送
る
引
湯
管
の
点
検
・
調
整
作
業
中
、
作

業
委
託
し
て
い
た
作
業
員
２
名
の
方
が
倒
れ
て
い
る
の
を
仙
北
市
企
業
局
職

員
２
名
が
発
見
。
う
ち
１
人
が
駆
け
つ
け
助
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
そ
の
職

員
も
倒
れ
ま
し
た
。
現
場
か
ら
の
通
報
に
よ
り
警
察
、消
防
が
救
出
に
向
い
、

救
助
後
、
病
院
に
搬
送
し
ま
し
た
が
、
３
名
の
死
亡
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

硫
化
水
素
ガ
ス
に
よ
る
事
故
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
関
係
機
関
の

現
場
検
証
を
確
認
し
、
事
故
原
因
の
確
認
と
共
に
、
事
故
へ
の
対
応
、
対

策
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
は
事
故
現
場
（
源
泉
）
へ
の

立
ち
入
り
を
規
制
し
て
い
ま
す

　

こ
の
事
故
は
、
乳
頭
温
泉
郷
に
近
い

カ
ラ
吹
き
源
泉
付
近
で
源
泉
管
理
の
作

業
中
に
発
生
し
た
事
故
で
あ
り
、
旅
行

者
が
立
ち
入
る
エ
リ
ア
か
ら
は
離
れ
て

い
ま
す
。 

　

乳
頭
温
泉
郷
に
お
け
る
入
浴
や
宿
泊

に
は
支
障
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

　

観
光
施
設
、
宿
泊
施
設
等
の
営
業
も

通
常
ど
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
へ

仙
北
市
長
　
門
脇
光
浩

　

市
の
温
泉
事
業
に
起
因
す
る
重
大
な

事
故
が
発
生
し
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
３
名
の
皆
様
に
心
か
ら
の
お
悔
や
み

を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆

様
、
並
び
に
温
泉
事
業
関
係
者
の
皆
様

に
深
く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
県
警
な
ど
で
原
因
の
究
明
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
懸
命
に

職
務
に
従
事
し
た
職
員
や
作
業
に
協
力

を
い
た
だ
い
た
皆
様
の
手
落
ち
で
は
な

く
、危
機
管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
か
っ

た
市
の
責
務
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

事
故
発
生
直
後
に
設
置
し
た
事
故
対

策
本
部
で
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

正
確
な
情
報
の
収
集
、
適
切
な
対
策
の

構
築
、
情
報
発
信
を
行
う
べ
く
、
対
応

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
既
に
専

門
家
の
ご
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
温
泉

施
設
の
管
理
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

二
度
と
こ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
事
故

が
発
生
し
な
い
よ
う
、
安
全
対
策
を
講

じ
、
全
力
で
再
発
防
止
に
努
め
ま
す
。

県道西山生保内線 黒湯温泉

事故現場

立入禁止区域

休暇村  乳頭温泉郷

「
秋
田
県
仙
北
市
カ
ラ
吹
き
源
泉
事
故
」
の
時
系
列

３
月
18
日（
水
）

16
時
50
分　

事
故
現
場
か
ら
企
業
局
へ
事
故
発
生
の
一
報
（
企
業
局

工
務
課
職
員
）、
カ
ラ
吹
き
２
号
源
泉
付
近
に
て
作
業

員
２
名
・
市
職
員
１
名
が
倒
れ
て
い
る
と
の
連
絡
あ
り

17
時
01
分　

企
業
局
よ
り
救
急
要
請
（
１
１
９
番
）、
広
域
消
防
本

部
で
の
入
電
時
刻
17
時
02
分
、
角
館
消
防
署
田
沢
湖

分
署
で
の
入
電
時
刻
17
時
06
分

17
時
05
分　

企
業
局
よ
り
田
沢
湖
庁
舎
総
務
課
へ
事
故
発
生
の
一

報
（
被
害
者
３
名
）

17
時
30
分　

市
事
故
対
策
本
部
設
置
（
田
沢
湖
庁
舎
総
務
課
内
）

17
時
45
分　

事
故
現
地
本
部
設
営（
休
暇
村
乳
頭
温
泉
郷
玄
関
前
駐
車
場
）

18
時
24
分　

事
故
現
場
に
て
被
害
者
３
名
が
折
り
重
な
る
よ
う
に

倒
れ
て
い
る
状
態
を
確
認
、
深
さ
約
２
㍍

18
時
34
分　

被
害
者
３
名
救
出
、
３
名
は
心
肺
停
止
状
態
、
現
場

周
辺
は
高
濃
度
の
ガ
ス
が
検
出
さ
れ
る

18
時
47
分　

被
害
者
３
名
の
う
ち
作
業
員
１
名
を
事
故
現
場
か
ら

搬
送
開
始

19
時
29
分　

被
害
者
２
名
（
作
業
員
１
名
・
職
員
１
名
）
を
事
故
現

場
か
ら
搬
送
開
始

19
時
35
分　

現
地
本
部
に
て
作
業
員
１
名
の
死
亡
確
認

21
時
05
分　

市
立
田
沢
湖
病
院
に
て
作
業
員
１
名
・
職
員
１
名
の

死
亡
確
認

３
月
19
日（
木
）

９
時
00
分　

仙
北
市
事
故
対
策
本
部
会
議
（
本
部
長
＝
市
長
）

９
時
00
分
～
12
時
15
分　

実
況
見
分（
仙
北
警
察
署
、角
館
消
防
署
、

大
曲
労
働
基
準
監
督
署
）

11
時
00
分　

仙
北
市
議
会
議
員
全
員
協
議
会　

案
件
：
カ
ラ
吹
き
源

泉
事
故
に
つ
い
て

３
月
20
日（
金
）

９
時
55
分
～
11
時
48
分　

実
況
見
分（
仙
北
警
察
署
、角
館
消
防
署
）

10
時
00
分　

市
道
黒
湯
線
（
休
暇
村
乳
頭
温
泉
郷
付
近
）
へ
立
入
禁

止
看
板
、
バ
リ
ケ
ー
ド
設
置

３
月
23
日（
月
）

９
時
00
分　

仙
北
市
事
故
対
策
本
部
会
議

３
月
24
日（
火
）

　

市
内
ホ
テ
ル
や
旅
館
業
等
事
業
所
に
対
し
、
施
設
等
の
緊
急
安

全
点
検
や
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確
認
を
文
書
で
要
請

平
成
27
年
度
仙
北
市
機
構
改
革

管
財
課
の
廃
止
に
伴
い
、
財
政
課
内
に

管
財
係
を
移
転
、「
国
土
調
査
係
」
を
新

設
し
、
管
財
課
所
掌
の
業
務
と
公
共
施

設
総
合
管
理
計
画
策
定
業
務
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
検
査
室
と
入
札
契
約
室
業
務

を
一
本
化
し
、「
契
約
検
査
室
」
と
し
て
会

計
課
の
所
属
機
関
と
し
ま
す
。

企
画
政
策
課
に
人
口
減
少
対
策
や
空
き

家
利
活
用
対
策
を
進
め
る
「
定
住
対
策

推
進
室
」
を
新
設
し
ま
す
。

市
制
10
周
年
記
念
事
業
の
企
画
・
運
営

を
行
う
た
め
、「
市
制
10
周
年
記
念
事
業

推
進
室
」
を
総
務
課
の
所
属
機
関
と
し

て
新
設
し
ま
す
。

市
民
生
活
部
と
福
祉
保
健
部
を
統
合
し
、

「
市
民
福
祉
部
」
と
し
ま
す
。
ま
た
、
市

民
課
と
生
活
環
境
課
を
統
合
し
て
「
市
民

生
活
課
」
と
し
、課
内
に
「
消
費
生
活
係
」

を
新
設
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
生
活
環

境
課
所
掌
の
防
犯
と
交
通
安
全
業
務
を
総

❶❷❸❹

務
部
総
合
防
災
課
へ
移
転
し
ま
す
。

子
育
て
推
進
課
に
教
育
委
員
会
所
掌
の

幼
稚
園
業
務
を
移
行
し
ま
す
。
ま
た
、

認
定
こ
ど
も
園
と
保
育
園
の
法
人
化
事

務
を
所
掌
す
る
「
法
人
化
準
備
室
」
を

新
設
し
ま
す
。

農
山
村
体
験
デ
ザ
イ
ン
室
を
観
光
課
の

所
属
機
関
へ
移
転
し
、
企
画
政
策
課
所

掌
の
国
際
交
流
関
係
業
務
を
移
行
し
ま

す
。
ま
た
、
秋
田
ス
ギ
バ
イ
オ
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
ま
す
。

仙
北
市
ツ
ー
リ
ス
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
一
部
業

務
を
観
光
課
お
よ
び
観
光
連
盟
へ
移
行

し
ま
す
。

平
成
26
年
度
に
秋
田
県
で
開
催
さ
れ

た
『
第
29
回
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た

２
０
１
４
』
の
終
了
に
伴
い
、
国
民
文

化
祭
推
進
室
を
廃
止
し
ま
す
。

❺❻❼❽

―　

再
編
と
な
る
課
・
機
関
（
抜
粋
）　

―

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
よ
り
早
く
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
る
た
め
に

業
務
の
集
約
や
組
織
の
統
廃
合
な
ど
組
織
体
制
の
見
直
し
を
行
い
、
業
務
の

効
率
化
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

４
月
か
ら
の
新
体
制
を
ご
紹
介
し
ま
す

農林部

農
山
村
活
性
課

総
合
産
業
研
究
所

平
成
27
年
度
の
組
織

会計管理者

会
計
課契

約
検
査
室

観光商工部

観
光
課農

山
村
体
験
デ
ザ
イ
ン
室

観光商工部

観
光
課仙

北
市
ツ
ー
リ
ス
ト
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

市民福祉部

市
民
生
活
課

法
人
化
準
備
室

子
育
て
推
進
課

市
民
係　

国
保
年
金
係

環
境
保
全
係　

消
費
生
活
係

７
保
育
園　

１
幼
稚
園

２
認
定
こ
ど
も
園

総務部

総
務
課

財
政
課

企
画
政
策
課

定
住
対
策
推
進
室

市
制
10
周
年
記
念
事
業
推
進
室

総
合
防
災
課
総
合
防
災
係　

消
防
係

交
通
防
犯
係

財
政
係　

管
財
係　

国
土
調
査
係

危機
管理監

総務部

総
務
課

財
政
課

管
財
課

企
画
政
策
課

検
査
室

入
札
契
約
室

総
合
防
災
課
総
合
防
災
係

消
防
係

財
政
係

管
財
係

危機
管理監

教育委員会

国
民
文
化
祭
推
進
室

教
育
指
導
課
３
幼
稚
園

平
成
26
年
度
の
組
織

農林部

農
山
村
活
性
課

総
合
産
業
研
究
所

農
山
村
体
験
デ
ザ
イ
ン
室

秋
田
ス
ギ
バ
イ
オ

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

福祉保健部

９
保
育
園

子
育
て
推
進
課

市民生活部

市
民
課

生
活
環
境
課 市

民
係　

国
保
年
金
係

生
活
安
全
係

環
境
保
全
係
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市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

市
民
生
活
の
満
足
度
を
高
め
、
幸
せ
を

感
じ
る
ま
ち
を
実
現
す
る
に
は
、
積

み
残
し
て
き
た
課
題
の
解
決
に
あ
た
り
、
一

刻
も
早
く
有
効
な
手
立
て
を
見
出
し
、
そ
れ

を
実
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、

多
く
の
課
題
は
絡
み
合
っ
た
因
果
関
係
が
内

在
し
て
い
て
、〝
木
を
見
て
森
を
見
ず
〟
に

な
り
が
ち
で
す
。
こ
れ
で
は
根
本
解
決
に
つ

な
が
り
ま
せ
ん
。

　

人
口
減
少
は
国
家
の
存
亡
に
関
わ
る
最
重

要
案
件
で
す
が
、
働
く
場
の
確
保
や
結
婚
支

援
、
子
育
て
制
度
の
充
実
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
施
策
を
同
時
に
進
め
、
根
本
か
ら
要
因

の
改
善
を
行
う
こ
と
が
肝
要
で
す
。
国
で
は

東
京
圏
へ
の
人
口
一
極
集
中
を
是
正
し
、
地

方
の
元
気
を
取
り
戻
す
た
め
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
を
制
定
し
、
本
腰
を
入
れ

て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
限
ら
ず
、
税
制
や
社
会
保
障

制
度
改
革
、
産
業
振
興
、
医
療
と
福
祉
、
教

育
な
ど
で
、
好
ま
し
く
な
い
現
状
が
あ
る
事

案
は
、
複
眼
的
に
現
状
を
解
き
明
か
し
、
仙

北
市
の
次
の
10
年
を
描
く
第
二
次
総
合
計
画

で
、
解
決
に
向
け
施
策
を
的
確
に
打
ち
出
し

ま
す
。
本
計
画
と
併
せ
「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」、「
地
方
版
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
よ

り
実
効
性
の
高
い
、
多
く
の
効
果
が
見
込
ま

れ
る
事
業
を
盛
り
込
み
ま
す
。
ま
た
、
市
立

病
院
等
改
革
推
進
計
画
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
、

観
光
振
興
計
画
等
な
ど
を
策
定
し
ま
す
。

　

統
合
庁
舎
の
整
備
は
「
庁
舎
整
備
基
本
構

想
」
を
も
と
に
、
よ
り
詳
細
な
整
備
手
法
等

を
議
会
の
皆
様
に
お
示
し
し
ま
す
。
市
立
角

館
総
合
病
院
の
移
転
改
築
は
、
建
築
業
務
の

管
理
を
徹
底
し
ま
す
。
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未

来
館
は
実
施
設
計
に
取
り
か
か
り
ま
す
。
ま

た
、
田
沢
湖
再
生
を
、
県
や
国
の
課
題
に
ま

で
高
め
、
県
・
国
・
東
北
電
力
と
の
連
携
を

深
化
さ
せ
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
角
館
駅
の
東
西
自
由

通
路
や
、
道
の
駅
を
想
定
し
た
直
売
所
施
設

整
備
等
は
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。
医
師
確
保
対
策
、
耕
作
放
棄
地

や
山
林
の
高
度
活
用
、
国
立
公
園
内
の
投
資

喚
起
な
ど
に
つ
い
て
は
、
国
家
戦
略
特
別
区

域
の
区
域
指
定
で
〝
異
次
元
の
解
決
と
前
進
〟

を
目
指
し
ま
す
。

　

福
祉
の
充
実
は
、
自
治
体
の
存
在
価
値
と

言
っ
て
良
い
本
質
分
野
と
捉
え
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
で
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

平
成
27
年
度
施
政
方
針

平成 27 年度施政方針

の
導
入
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
と

協
働
を
具
現
化
し
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
医
療

中
学
生
医
療
費
助
成
を
、
歯
科
通
院
に
も
拡

大
し
ま
す
。
こ
の
後
も
財
源
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
さ
ら
な
る
拡
大
を
模
索
し
ま
す
。
敬

老
祝
金
は
支
給
基
準
を
見
直
し
、
子
育
て
支

援
対
策
と
し
て
誕
生
祝
金
制
度
の
創
設
を
進

め
ま
す
。
高
齢
の
皆
様
か
ら
要
望
の
高
い
公

共
移
動
手
段
に
つ
い
て
は
、
仙
北
市
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定
で
充
実
を
図
り

ま
す
。
高
齢
者
世
帯
等
除
排
雪
支
援
事
業
は
、

総
務
省
で
要
望
を
お
酌
み
取
り
い
た
だ
い
た

こ
と
も
あ
り
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
検
討

を
行
え
る
状
況
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

障
が
い
者
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
、
若
年
者
の

生
活
支
援
な
ど
、
広
範
に
わ
た
る
従
前
の
政

策
の
再
構
築
と
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

産
業
経
済
対
策
で
す
が
、
私
は
経
済
至
上

主
義
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
、
市
民
が
今

後
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
、
さ
ら

に
は
市
外
か
ら
市
内
に
定
住
し
た
り
、
交
流

人
口
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
、
持
論
の
「
定
住

の
循
環
」
を
基
本
に
、
所
得
向
上
政
策
に
最

大
の
努
力
を
傾
注
し
ま
す
。
次
代
を
担
う
若

者
が
就
労
す
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
、
起
業
者

と
な
る
た
め
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
拡
充
し
、

既
存
事
業
所
へ
の
支
援
と
企
業
誘
致
に
取
り

組
み
ま
す
。
空
き
店
舗
対
策
や
商
店
の
元
気

づ
く
り
は
、
商
工
会
や
関
係
団
体
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
協
定
を
締
結
し
た
各
大
学
・
研

究
機
関
・
金
融
機
関
と
共
に
新
た
な
制
度
設

計
に
着
手
し
ま
す
。
市
の
強
み
と
な
っ
て
い

る
観
光
業
は
、
国
際
基
準
で
展
開
し
ま
す
。

そ
の
中
心
核
と
な
る
観
光
連
盟
と
業
務
連
携

を
進
め
な
が
ら
、
新
観
光
振
興
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
国
際

会
議
の
招
致
に
も
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

温
泉
事
業
は
安
定
運
営
に
向
け
抜
本
的
な
解

決
策
を
提
示
し
ま
す
。
農
林
業
で
は
、
安
定

し
た
収
入
を
確
保
す
る
た
め
に
、
米
づ
く
り

へ
の
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
米
以
外
の
品
目

導
入
（
生
薬
用
作
物
や
果
樹
な
ど
）
の
栽
培

促
進
、
６
次
産
業
化
の
推
進
を
さ
ら
に
進
め
、

同
時
に
新
規
就
農
者
、
担
い
手
確
保
に
あ
た

り
ま
す
。
農
業
生
産
法
人
設
立
の
規
制
緩
和
、

国
有
林
野
内
で
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

な
ど
は
、
国
家
戦
略
特
区
の
区
域
指
定
で
大

き
く
前
進
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

社
会
資
本
整
備
に
対
す
る
政
策
の
基
本

は
、
中
山
間
地
で
あ
っ
て
も
利
便
性
の
高
い
、

安
全
安
心
な
生
活
環
境
の
構
築
で
す
。
老
朽

化
し
た
各
地
の
橋
梁
や
公
共
施
設
の
改
修

は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
等
を
活
用

し
、
改
善
を
急
ぎ
ま
す
。
上
下
水
道
事
業
は

制
度
改
革
に
対
応
し
な
が
ら
、
未
普
及
地
区

で
の
事
業
展
開
と
収
支
の
改
善
に
努
力
し
ま

す
。
国
道
１
０
５
号
と
国
道
46
号
の
改
修
は
、

関
係
の
期
成
同
盟
会
に
参
画
い
た
だ
く
自
治

体
と
共
に
、
強
力
に
要
望
活
動
を
行
う
ほ
か
、

隣
県
や
経
済
界
な
ど
の
お
力
も
お
借
り
し

て
、
広
域
で
市
民
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
防

災
対
策
は
年
々
充
実
し
て
い
ま
す
が
、
消
防

関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り
を
徹
底
し
、
十
二

分
に
活
動
を
い
た
だ
け
る
環
境
づ
く
り
と
必

要
設
備
の
充
実
強
化
を
進
め
ま
す
。
秋
田

駒
ヶ
岳
の
火
山
噴
火
対
策
で
は
、
避
難
計
画

や
備
品
導
入
に
取
り
組
み
ま
す
。
学
校
等
の

教
育
施
設
に
不
具
合
が
あ
る
場
合
は
、
優
先

し
て
改
善
に
努
め
ま
す
。
新
た
な
高
等
教
育

機
関
の
誘
致
も
諦
め
ず
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

昨
年
、
総
務
部
内
に
事
務
事
業
移
転
室
を

開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
日
ま
で
行
政
が

行
っ
て
き
た
業
務
を
見
直
し
、
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
で
民
間
需
要
を
地
域
内
に
生
み
出
す

こ
と
が
目
的
で
す
。
雇
用
の
場
の
創
出
や
経

済
活
動
の
活
性
化
を
期
待
し
な
が
ら
、
し
ば

ら
く
減
少
が
続
く
職
員
の
業
務
環
境
の
改
善

に
も
有
効
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
の
一
部
が
平
成
27
年
度
か
ら
動
き
出
し
ま

す
。
税
務
シ
ス
テ
ム
大
量
出
力
業
務
委
託
中
、

新
規
に
納
税
通
知
書
封
入
・
封
か
ん
業
務
（
軽

自
動
車
税
・
固
定
資
産
税
）
の
民
間
委
託
、

水
道
料
金
等
賦
課
徴
収
業
務
の
民
間
委
託
、

仙
北
市
民
バ
ス
運
行
業
務
の
指
定
管
理
な
ど

は
、
４
月
か
ら
稼
働
し
ま
す
。
さ
ら
に
平
成

27
年
度
は
、
認
定
こ
ど
も
園
の
法
人
化
移
行

を
目
指
し
、
新
た
な
社
会
福
祉
法
人
を
立
ち

上
げ
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
以
降
は
、
認
定
こ
ど
も
園
の

法
人
化
移
行
、
研
修
・
福
祉
バ
ス
運
転
業
務

の
民
間
委
託
、
公
用
車
の
一
部
廃
止
、
市
民

会
館
・
図
書
館
等
の
指
定
管
理
な
ど
を
考
え

て
い
ま
す
。
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

策
定
進
捗
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
公
共
施

設
の
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど
を
設

定
で
き
た
後
は
、
公
共
施
設
管
理
の
民
間
委

託
を
進
め
ま
す
。

　

組
織
再
編
は
庁
内
課
題
で
は
な
く
、
ま
ち

づ
く
り
の
根
幹
と
考
え
て
い
ま
す
。
小
さ
な

市
役
所
で
最
大
効
果
を
生
み
出
し
な
が
ら
、

か
つ
市
民
の
考
え
方
に
即
応
で
き
る
体
制
に

整
え
る
た
め
、
業
務
の
集
中
と
専
門
化
に
よ

る
組
織
の
統
廃
合
、
再
編
を
さ
ら
に
進
め
ま

す
。
現
段
階
で
は
、
統
合
庁
舎
整
備
時
を
目

処
に
市
長
部
局
の
３
部
制
を
目
指
し
、
順
次

組
織
再
編
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

市
議
会
本
会
議
で
の
市
長
施
政
方
針
（
抜
粋
）

　
仙
北
市
は
、
本
年
９
月
に
市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
10

年
間
は
、
次
の
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
不
可
欠
な
時
間
で
し
た
。
確
か
に
こ

の
間
、
市
民
も
議
会
も
行
政
も
、
何
度
も
何
度
も
心
の
折
れ
た
多
く
の
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
し
重
要
な
こ
と
は
、
私
た
ち
は
困
難
に
直
面
す
る
度
に

挫
け
ず
立
ち
向
か
い
、
市
民
と
共
に
手
を
携
え
乗
り
越
え
て
き
た
事
実
で
す
。

　
仙
北
市
が
そ
の
持
ち
う
る
資
源
を
活
か
し
、
持
続
可
能
で
さ
ら
な
る
発
展
ス

パ
イ
ラ
ル
に
転
じ
る
年
が
、
ま
さ
に
10
年
経
っ
た
今
年
だ
と
肝
に
銘
じ
、
全
力

で
行
政
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。
職
務
と
理
想
に
燃
え
、
問
題
意
識
を
持
っ
て
情

報
の
収
集
と
分
析
を
行
い
、
細
や
か
な
政
策
立
案
と
実
践
の
で
き
る
職
員
と
と

も
に
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
市
民
に
気
持
ち
よ
く
役
立
つ
市
役
所
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
の
総
括
や
将
来
の
飛
躍
を
約
束
す
る

仕
組
み
を
つ
く
る
、
重
要
な
一
年
と
位
置
付
け
職
務
に
邁
進
し
ま
す
。
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区分 平成 27 年度予算額
前年比較

増減率（％）
1 人件費 33 億 7,996 万 2 千円 △ 4.8
2 物件費 34 億 5,603 万 7 千円 9.9
3 維持補修費 6,150 万円 30.8
4 扶助費 19 億 7,329 万 1 千円 △ 1.3
5 補助費等 21 億 5,508 万 2 千円 3.2
6 普通建設事業費 18 億 6,523 万 3 千円 14.6
7 災害復旧事業費 2 千円 0.0
8 公債費 25 億 4,808 万 6 千円 △ 9.2
9 積立金 1 億 4,378 万円 7.4

10 投資及び出資金 1 億 2,548 万 4 千円 6.7
11 貸付金 3 億 5,700 万円 0.0
12 繰出金 23 億 1,954 万 3 千円 3.7
13 予備費 3,000 万円 △ 34.1

合計 184 億 1,500 万円 1.4

▼  一般会計当初予算性質別歳出内訳

会計名 平成 27 年度予算額 平成 26 年度予算額 比較
伸び率
（％）

一般会計 184 億 1,500 万円 181 億 5,192 万 4 千円 2 億 6,307 万 6 千円 1.4
集中管理特別会計 41 億 2,270 万円 42 億 7,690 万円 △ 1 億 5,420 万円 △ 3.6
下水道事業特別会計 7 億 5,320 万円 12 億 2,870 万円 △ 4 億 7,550 万円 △ 38.7
集落排水事業特別会計 4 億 6,060 万円 3 億 5,450 万円 1 億 610 万円 29.9
浄化槽事業特別会計 7,880 万円 1 億 3,100 万円 △ 5,220 万円 △ 39.8
国民健康保険特別会計

（事業勘定）
40 億 3,610 万円 35 億 5,800 万円 4 億 7,810 万円 13.4

国民健康保険特別会計
（田沢診療施設勘定）

2,950 万円 2,960 万円 △ 10 万円 △ 0.3

国民健康保険特別会計
（神代診療施設勘定）

1 億 270 万円 1 億 760 万円 △ 490 万円 △ 4.6

後期高齢者医療特別会計 2 億 9,180 万円 2 億 9,540 万円 △ 360 万円 △ 1.2
介護保険特別会計 4 億 7,870 万円 4 億 6,360 万円 1,510 万円 3.3
生保内財産区特別会計 8,260 万円 7,450 万円 810 万円 10.9
田沢財産区特別会計 2,980 万円 3,170 万円 △ 190 万円 △ 6.0
雲沢財産区特別会計 340 万円 670 万円 △ 330 万円 △ 49.3
簡易水道事業特別会計 5 億 4,580 万円 7 億 8,510 万円 △ 2 億 3,930 万円 △ 30.5
病院事業会計 81 億 2,922 万 8 千円 111 億 1,406 万 8 千円 △ 29 億 8,484 万円 △ 26.9
温泉事業会計 8,394 万 2 千円 6,932 万 8 千円 1,461 万 4 千円 21.1
水道事業会計 6 億 3,550 万 8 千円 6 億 248 万 5 千円 3,302 万 3 千円 5.5

合計 382 億 7,937 万 8 千円 412 億 8,110 万 5 千円 △ 30 億 172 万 7 千円 △ 7.3

▼  会計別予算総括表

382 億 7,937 万 8 千円

平成 27 年度市の予算総額

一般会計　184 億 1,500 万円

特別会計　110 億 1,570 万円

企業会計　   88 億 4,867 万 8 千円

区分 平成 27 年度予算額
前年比較

増減率（％）

1 市税 24 億 6,636 万 5 千円 △ 3.2
2 地方譲与税 2 億 500 万円 △ 2.4
3 利子割交付金 300 万円 0.0 

4 配当割交付金 1 千円 0.0 

5 株式等譲渡所得割交付金 1 千円 0.0 

6 地方消費税交付金 2 億 9,000 万円 0.0

7 自動車取得税交付金 1,800 万円 0.0 

8 地方特例交付金 500 万円 0.0 

9 地方交付税 89 億円 △ 1.1
10 交通安全対策特別交付金 300 万円 0.0 

11 分担金及び負担金 2,884 万円 △ 74.8
12 使用料及び手数料 3 億 6,049 万 6 千円 37.1 

13 国庫支出金 17 億 5,881 万 6 千円 3.9 

14 県支出金 11 億 150 万 2 千円 2.3 

15 財産収入 2,069 万 3 千円 △ 8.3
16 寄附金 1,032 万 6 千円 516,200.0 

17 繰入金 9 億 5,544 万 9 千円 23.1 

18 繰越金 1 千円 0.0 

19 諸収入 7 億 3,691 万円 △ 0.2
20 市債 15 億 5,160 万円 11.5

合計 184 億 1,500 万円 1.4 

▼  一般会計当初予算目的別歳入内訳

区分 平成 27 年度予算額
前年比較

増減率（％）
1 議会費 1 億 9,146 万 9 千円 1.0 
2 総務費 20 億 5,690 万 8 千円 △ 1.1
3 民生費 50 億 2,998 万 1 千円 0.9
4 衛生費 23 億 168 万 9 千円 △ 2.4
5 労働費 1 億 1,608 万 4 千円 18.1
6 農林水産業費 11 億 2,373 万 7 千円 25.6
7 商工費 7 億 3,316 万 9 千円 2.5
8 土木費 17 億 9,109 万 3 千円 5.5
9 消防費 7 億 5,361 万 8 千円 7.0

10 教育費 17 億 3,916 万 3 千円 10.4
11 災害復旧費 2 千円 0.0 
12 公債費 25 億 4,808 万 6 千円 △ 9.2
13 諸支出金 1 千円 0.0 
14 予備費 3,000 万円 △ 34.1

合計 184 億 1,500 万円 1.4

▼  一般会計当初予算目的別歳出内訳 平
成
27
年
度
仙
北
市
の
予
算

　

平
成
27
年
度
当
初
予
算
は
、
依
然
と
し
て

続
く
本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
受
け
、
歳

入
確
保
に
努
め
な
が
ら
公
債
費
負
担
の
計

画
的
な
縮
減
を
図
り
ま
し
た
が
、
物
件
費

の
高
止
ま
り
や
普
通
建
設
事
業
費
の
増
な

ど
を
受
け
、
一
般
会
計
で
は
、
前
年
度
対

比
２
億
６
３
０
７
万
６
千
円
の
増
と
な
る

１
８
４
億
１
５
０
０
万
円
の
予
算
規
模
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
人
件
費
や
公
債
費
の
抑
制
に
努

め
な
が
ら
、
あ
き
た
未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ

グ
ラ
ム
事
業
に
よ
る
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
（
仮

称
）
建
設
に
向
け
た
取
組
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
モ
ー
グ

ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
の
た
め
の
補
助
金

や
市
制
10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
記
念
式
典

開
催
費
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
講
演
会
等
の
開
催

費
も
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
に
向
け
た
取
組
に
つ
い

て
は
、
国
の
補
正
予
算
に
対
応
し
関
連
事
業

を
先
行
し
て
実
施
す
る
た
め
の
予
算
を
平
成

26
年
度
補
正
予
算
と
し
て
計
上
し
、
当
初
予

算
と
合
わ
せ
て
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
の
状
況
（
歳
出
）

　

義
務
的
経
費
は
、
人
件
費
が
職
員
数
の
減

に
よ
り
33
億
７
９
９
６
万
２
千
円
、
公
債
費

が
計
画
的
な
縮
減
に
よ
り
25
億
４
８
０
８
万

６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
で
は
、
あ
き
た
未
来

づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
、
生
活
路
線

代
替
バ
ス
購
入
費
、
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
、

ご
み
処
理
場
管
理
運
営
費
、
農
地
集
積
加
速

化
基
盤
整
備
事
業
、
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
費
、
花
葉
館
施
設
整
備
事
業
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
、
消
防
施
設
整

備
事
業
、
小
中
学
校
施
設
天
井
等
落
下
防
止

対
策
事
業
、
玉
川
河
川
公
園
管
理
費
な
ど
の

増
に
よ
り
18
億
６
５
２
３
万
３
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
経
費
で
は
物
件
費
が
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
策
定
費
、
温
泉

休
養
施
設
管
理
運
営
費
、
認
可
保
育
園
等

非
常
勤
職
員
費
、
塵
芥
処
理
費
、
し
尿
処

理
場
管
理
運
営
費
、
ご
み
処
理
場
管
理
運

営
費
等
に
か
か
る
経
費
な
ど
の
増
に
よ
り

34
億
５
６
０
３
万
７
千
円
、
補
助
費
が
、
大

曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
事
務
費
負
担

金
、
病
院
事
業
会
計
補
助
金
、
大
曲
仙
北
広

域
市
町
村
圏
組
合
消
防
費
負
担
金
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ

モ
ー
グ
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
事
業
費
補

助
金
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備
事
業
費
補
助

金
な
ど
の
増
に
よ
り
21
億
５
５
０
８
万
２
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成 27 年度当初予算概要

一
般
会
計
予
算
の
状
況
（
歳
入
）

　

市
税
は
、
法
人
市
民
税
や
軽
自
動
車
税
で
若

干
の
増
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
米
価
下
落

に
よ
る
農
業
所
得
の
減
少
や
地
価
下
落
・
滅

失
家
屋
の
増
に
よ
る
個
人
市
民
税
や
固
定
資

産
税
の
減
に
よ
り
８
１
０
３
万
４
千
円
減
の

24
億
６
６
３
６
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
の
地
方
財
政
対
策
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
は

１
億
円
減
の
89
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
債
は
、
過
疎
対
策
事
業
費
、

道
路
橋
り
ょ
う
整
備
事
業
費
、
農
業
用
施

設
整
備
事
業
費
な
ど
の
増
に
よ
り
15
億

５
１
６
０
万
円
、
う
ち
臨
時
財
政
対
策
債
は

１
億
５
０
０
万
円
減
の
５
億
４
５
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
当
初
予
算
概
要
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平成 27 年度の主な事業

産
業
振
興
や
雇
用
対
策
を

徹
底
し
税
収
の
確
保
を
図
り
ま
す

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

民
間
へ
の
事
業
移
転
を
加
速
し
ま
す

少
子
高
齢
や
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
政
策
に
着
手
し
ま
す

組
織
再
編
や
庁
舎
一
元
化
に
取
り
組
み

行
財
政
改
革
を
断
行
し
ま
す

４つの重点政策

Ⅰ　

所
得
を
増
や
し
ま
す

ふ
る
さ
と
納
税
ふ
る
さ
と
便
事
業
費 

新

　

６
８
７
万
１
千
円

　

地
元
特
産
品
を
活
用
し
た
ふ
る
さ
と
便
を

実
施
し
市
内
産
業
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
仙
北
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
併
せ
て

推
進
し
ま
す
。

緊
急
雇
用
対
策
費　
　

４
７
０
７
万
１
千
円

　

緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策
基
金
等
に
よ
る

緊
急
的
な
短
期
雇
用
を
創
出
し
就
業
を
図
り

ま
す
。（
３
事
業
、
雇
用
予
定
者
27
人
）

総
合
産
業
研
究
所
費　
　

３
４
６
万
３
千
円

　

農
業
政
策
が
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
な

か
、
米
一
辺
倒
か
ら
の
脱
却
を
図
る
た
め
地

産
地
消
、
６
次
産
業
化
、
食
育
等
の
推
進
を

強
化
し
ま
す
。

薬
用
作
物
等
産
地
化
推
進
事
業
費

　

１
１
６
万
６
千
円

　

国
内
需
要
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
薬
用
作

物
を
農
業
経
営
に
組
み
込
み
、
農
家
の
所
得

向
上
と
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、
生
薬
製
剤

メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
薬
用
作
物
等
産
地
化
を

推
進
し
ま
す
。

農
業
経
営
発
展
加
速
化
支
援
事
業
費 

新

５
９
１
５
万
５
千
円

　

地
域
の
意
欲
あ
る
経
営
体
が
取
り
組
む
規

模
拡
大
、
複
合
化
、
６
次
産
業
化
や
法
人
化

等
に
よ
る
経
営
発
展
に
必
要
な
機
械
導
入

費
、
施
設
等
整
備
費
へ
助
成
し
ま
す
。【
補

助
率
…
県
１
／
２
、
市
１
／
10
】

市
制
10
周
年
記
念　

食
育
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
事
業
費 

新　
　
　
　
　
　

22
万
８
千
円

　

平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
「
第
２
期
食
育

推
進
計
画
」
に
基
づ
く
食
育
推
進
を
図
る
た

め
、
市
制
10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
食
育
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

ほ
場
整
備
区
域
地
力
増
進
作
物
作
付
事
業
費

補
助
金 

新　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
万
円

　

ほ
場
整
備
事
業
の
実
施
に
よ
る
表
土
移
動

な
ど
に
よ
る
水
田
地
力
の
衰
え
を
防
止
す
る

た
め
、
地
力
増
進
作
物
作
付
を
推
進
し
ま
す
。

【
補
助
単
価 

１
万
円
／
10
㌃
】

仙
北
市
畑
作
園
芸
等
振
興
事
業
費
補
助
金 

新

３
５
０
万
円

　

水
田
を
活
用
し
た
畑
作
へ
の
誘
導
を
図
る

た
め
、
施
設
園
芸
用
の
機
械
導
入
費
・
施
設

整
備
費
等
へ
助
成
し
、
園
芸
作
物
を
取
り
入

れ
た
複
合
経
営
を
推
進
し
ま
す
。【
補
助
率

…
１
／
２
以
内
（
上
限
50
万
円
）】

新
規
需
要
米
等
作
付
拡
大
推
進
費
補
助
金 

新

50
万
円

　

新
規
需
要
米
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
に
限
る
）
の
作
付

拡
大
分
に
つ
い
て
実
需
者
へ
の
輸
送
に
係
る

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

畜
産
環
境
総
合
整
備
事
業
費 

新
15
万
３
千
円

　

平
成
28
年
度
か
ら
「
畜
産
環
境
総
合
整
備

事
業
」
に
よ
り
整
備
を
予
定
し
て
い
る
堆
肥

処
理
施
設
建
設
に
向
け
た
事
前
調
査
と
計
画

策
定
を
実
施
し
ま
す
。

農
地
集
積
加
速
化
基
盤
整
備
事
業
費

５
５
８
０
万
４
千
円

　

西
木
町
潟
野
十
二
峠
地
区
・
田
沢
湖
生
保

内
南
地
区
の
農
地
集
積
加
速
化
基
盤
整
備
事

業
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
田
沢
湖
神
代
地

区
の
農
地
集
積
加
速
化
基
盤
整
備
の
た
め
の

調
査
を
し
ま
す
。

元
気
な
中
山
間
農
業
応
援
事
業
費 

新

３
２
０
万
３
千
円

　

中
山
間
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
創
意
溢

れ
る
計
画
を
策
定
し
、
水
田
の
畑
地
化
整
備
や

地
域
農
産
物
の
導
入
や
６
次
産
業
化
の
実
践

に
必
要
な
機
械
、
施
設
等
の
導
入
に
よ
り
特
色

あ
る
中
山
間
地
域
農
業
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

    有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
費　

１
１
５
万
９
千
円

　

鳥
獣
被
害
防
止
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

「
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
」
に
よ
る
有
害
駆

除
を
実
施
し
ま
す
。

企
業
誘
致
対
策
事
業
費　
　
　

39
万
３
千
円

　

食
品
加
工
工
場
等
の
誘
致
対
策
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

商
店
街
等
賑
わ
い
支
援
事
業
費
補
助
金

　

30
万
円

　

商
店
街
の
賑
わ
い
創
出
の
た
め
、
商
店
街

活
性
化
イ
ベ
ン
ト
や
販
売
促
進
関
連
事
業
、

そ
の
他
賑
わ
い
創
出
事
業
を
行
う
商
店
街
団

体
等
に
対
し
支
援
を
行
い
ま
す
。

市
内
産
品
等
売
込
み
支
援
事
業
費
補
助
金

　

30
万
円

　

複
数
の
事
業
者
が
首
都
圏
等
で
の
物
産
販

売
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
市
内
産
品
の
販
売

を
行
う
際
の
旅
費
を
支
援
し
ま
す
。

観
光
宣
伝
費　
　
　
　

１
０
７
７
万
２
千
円

　

平
成
15
年
の
６
５
８
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減

少
し
て
い
る
観
光
客
数
を
取
り
戻
す
た
め
、

関
係
機
関
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
観
光
Ｐ

Ｒ
に
努
め
る
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
る
各
観
光
協
会
と
の

連
携
事
業
で
好
評
を
得
て
い
る
お
も
て
な
し

事
業
も
継
続
し
ま
す
。

国
際
観
光
宣
伝
・
誘
客
事
業
費

　

１
７
６
万
８
千
円

　

秋
田
県
に
来
ら
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
ほ

と
ん
ど
が
田
沢
湖
・
角
館
地
域
を
訪
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
角
館
町
観
光
協
会
、
田
沢

湖
観
光
協
会
と
連
携
し
、
海
外
誘
客
事
業
を

行
っ
て
い
く
と
と
も
に
外
国
語
版
観
光
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
の
増
刷
な
ど
、
受
入
体
制
の
強
化

を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
タ
イ
旅
行

博
覧
会
へ
の
参
加
を
通
じ
、
タ
イ
や
東
南
ア

ジ
ア
地
域
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
東
南
ア
ジ
ア
地
域
か

ら
の
訪
日
者
に
対
す
る
当
市
へ
の
観
光
誘
致

を
実
施
し
ま
す
。

が
ん
ば
れ
合
宿
応
援
事
業
費　

１
１
０
万
円

　

仙
北
市
内
の
宿
泊
施
設
を
利
用
し
て
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
・
ゼ
ミ
等
を
行
う
中
学
校
・
高

校
・
短
大
・
大
学
の
団
体
に
対
し
、
宿
泊
費

を
助
成
し
ま
す
。

台
湾
修
学
旅
行
誘
致
促
進
事
業
費

２
１
４
万
６
千
円

　

秋
・
冬
季
を
中
心
に
台
湾
か
ら
の
修
学
旅

行
を
誘
致
し
、
国
内
修
学
旅
行
閑
散
期
の
賑

わ
い
の
創
出
を
図
る
た
め
、
現
地
で
の
誘
致

活
動
の
実
施
と
と
も
に
、
台
湾
側
で
ニ
ー
ズ

の
高
い
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
農
家
民
宿
泊
）
や

ス
キ
ー
体
験
、
学
校
間
交
流
な
ど
の
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
企
業
人
に
関
す
る
調
査
研
究
事

業
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
０
０
万
円

　

本
市
で
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

促
進
す
る
た
め
、
地
域
の
現
状
把
握
・
課
題
抽

出
・
事
例
研
究
を
行
い
、
地
域
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
支
援
者
を
教
育
・
育
成
し
ま
す
。

秋
田
県
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会
負

担
金 
新　
　
　
　
　
　
　

１
０
７
万
８
千
円

　

市
町
村
や
観
光
関
係
者
と
Ｊ
Ｒ
が
連
携
し

開
催
し
た
「
秋
田
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
成
果
や
課
題
を
踏
ま
え
、

平
成
27
年
度
以
降
も
官
民
が
一
体
と
な
っ
た

誘
客
宣
伝
活
動
や
受
入
態
勢
整
備
を
推
進
す

る
秋
田
県
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会

の
経
費
を
負
担
し
ま
す
。

茶
文
化
交
流
協
議
会
負
担
金　
　
　

20
万
円

　
「
茶
文
化
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
当
市
、
静

岡
県
掛
川
市
、
岐
阜
県
多
治
見
市
、
岩
手
県
奥

州
市
の
４
市
が
連
携
し
、
お
茶
に
関
連
す
る
そ

れ
ぞ
れ
の
特
産
品
や
伝
統
工
芸
品
の
Ｐ
Ｒ
と

消
費
拡
大
を
図
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
は
仙
北

市
で
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

台
湾
姉
妹
校
交
流
事
業
費 

新　１
７
５
万
６
千
円

　

平
成
27
年
度
に
姉
妹
校
締
結
を
予
定
し
て
い

る
角
館
高
等
学
校
と
、
国
立
台
湾
師
範
大
学
附

主
な
事
業

平
成
27
年
度
の
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平成 27 年度の主な事業

属
高
級
中
学
と
の
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
費
補
助
金

　

１
０
０
０
万
円

　

市
内
の
住
宅
改
善
の
促
進
、
市
民
生
活
の

向
上
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

自
己
の
居
住
の
用
に
供
す
る
住
宅
の
増
改

築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
市
内
の
事
業
所
に

発
注
し
、
50
万
円
以
上
の
経
費
を
要
し
た
場

合
一
定
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

弘
道
書
院
復
元
事
業
費　

１
９
３
万
７
千
円

　

平
成
26
年
度
に
試
掘
調
査
を
行
っ
た
箇
所

以
外
を
広
範
囲
調
査
し
、位
置
を
確
認
し
ま
す
。

Ⅱ　

医
療
を
再
生
し

福
祉
を
充
実
し
ま
す

地
域
医
療
改
革
推
進
費　
　
　

23
万
７
千
円

　

平
成
25
年
度
で
計
画
期
間
が
終
了
と
な
っ

た
「
仙
北
市
立
病
院
等
改
革
推
進
計
画
」
の

次
期
計
画
策
定
に
向
け
て
引
き
続
き
協
議
検

討
し
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
費

５
２
２
２
万
１
千
円

　

平
成
27
年
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
消
費

税
率
の
引
上
げ
が
延
期
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

低
所
得
者
対
策
も
延
期
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

低
所
得
者
へ
の
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と

し
て
、
臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
費 

新　

１
０
７
９
万
５
千
円

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
生
活

困
窮
者
の
自
立
促
進
を
図
る
た
め
、
生
活
困
窮

者
自
立
相
談
支
援
事
業
の
実
施
、
生
活
困
窮
者

住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
や
そ
の
他
の
自
立

の
支
援
に
関
す
る
措
置
を
実
施
し
ま
す
。

 

特
別
弔
慰
金
支
給
事
業
費 

新　

64
万
２
千
円

　

平
成
27
年
度
に
改
正
が
見
込
ま
れ
て
い
る

「
戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支

給
法
」
に
係
る
事
務
を
行
い
ま
す
。

人
工
透
析
通
院
費
支
給
事
業
費

　

１
３
９
万
９
千
円

　

腎
臓
の
機
能
に
障
が
い
を
有
す
る
方
が
、
人

工
透
析
治
療
を
受
け
る
た
め
医
療
機
関
へ
の
通

院
に
要
し
た
交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

障
が
い
者（
児
）
タ
ク
シ
ー
利
用
券
給
付
事

業
費　
　
　
　
　
　
　
　

２
１
４
万
７
千
円

　

仙
北
市
に
住
所
を
有
す
る
重
度
身
体
障
が

い
者
（
児
）、
知
的
障
が
い
者
（
児
）、
精
神

障
が
い
者
（
児
）
や
難
病
患
者
（
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
）
の
生
活
圏
の
拡
大
を
図
る
と
と

も
に
、
社
会
参
加
を
促
進
し
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
給
付
し
、

障
が
い
者
が
利
用
す
る
タ
ク
シ
ー
の
利
用
料

金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
在
宅

の
障
が
い
者
を
対
象
と
す
る
た
め
社
会
福
祉

施
設
入
所
者
は
除
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
平
成

27
年
度
か
ら
は
、
１
回
あ
た
り
の
助
成
上
限

額
を
緩
和
し
、
遠
方
の
障
が
い
者
の
利
用
促

進
を
図
り
ま
す
。【
対
象
者
…
身
体
障
害
者

手
帳
（
１
級
～
３
級
）・
療
育
手
帳
（
Ａ
）・

精
神
保
健
福
祉
手
帳（
１
級
）・
難
病
患
者（
特

定
疾
患
医
療
受
給
者
証
所
有
）】

高
齢
者
世
帯
等
除
雪
支
援
事
業
費

１
２
６
５
万
７
千
円

　

自
力
で
除
雪
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
高
齢
者
世
帯
等
に
対
し
て
除
排

雪
や
雪
下
ろ
し
に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。【『
２
万
円
利
用
券
』
住
宅
前
除
雪

事
業
…
住
宅
の
玄
関
か
ら
公
道
ま
で
の
除
雪

に
対
す
る
扶
助
で
す
。『
１
万
５
千
円
利
用
券
』

豪
雪
時
住
宅
屋
根
雪
下
ろ
し
事
業
…
仙
北
市

豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
後
の
扶
助
で
す
。】

福
祉
医
療
中
学
生
医
療
費
助
成
事
業
費

　

58
万
７
千
円

　

市
単
独
事
業
と
し
て
、
市
内
に
住
所
を
有

す
る
中
学
生
の
入
院
医
療
費
の
自
己
負
担
分

を
助
成
し
ま
す
。
平
成
27
年
度
か
ら
は
歯
科

通
院
医
療
費
も
助
成
対
象
と
し
ま
す
。

母
子
保
健
対
策
費　
　

２
４
０
８
万
３
千
円

　

母
子
や
乳
幼
児
の
健
康
保
持
推
進
を
図

り
、
母
子
保
健
の
向
上
を
目
指
す
た
め
、
乳

児
健
診
、
妊
婦
一
般
健
康
診
査
等
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
秋
田
県
の
特
定
不
妊
治
療
助

成
事
業
を
受
け
て
い
る
夫
婦
に
対
し
、
助
成

額
を
超
え
た
自
己
負
担
額
の
う
ち
、
治
療
１

回
あ
た
り
15
万
円
を
限
度
に
、
県
の
助
成
事

業
に
合
わ
せ
て
助
成
し
ま
す
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
事
業
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
９
万
５
千
円

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
空
白
地
帯
の

解
消
を
図
る
た
め
、
事
業
運
営
に
要
す
る
経

費
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

健
康
と
温
泉
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５
開
催
費

補
助
金 

新　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
０
万
円

　
「
温
泉
資
源
の
活
用
」、「
地
域
活
性
化
や
広

域
連
携
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」、「
観
光

か
ら
健
康
づ
く
り
」、「
新
た
な
温
泉
の
可
能

性
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
有
数
の
ラ
ジ
ウ
ム
・

ラ
ド
ン
温
泉
を
も
つ
５
つ
の
地
域
に
よ
り
平

成
27
年
度
に
仙
北
市
で
開
催
さ
れ
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
費
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

Ⅲ　

市
民
分
権
を
進
め
ま
す

地
域
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
費

２
４
１
万
２
千
円

　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
型
補
助
金

を
継
続
し
、
市
民
等
団
体
が
地
域
の
活
性
化

や
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
、
自
ら
企
画
実

施
す
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

地
域
運
営
体
活
動
推
進
費
交
付
金

４
５
０
０
万
円

　

地
域
自
治
組
織
で
あ
る
地
域
運
営
体
が
行

う
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
自
主
的
、
主

体
的
な
活
動
や
地
域
が
抱
え
て
い
る
様
々
な

課
題
を
解
決
し
た
り
、
所
得
や
生
活
基
盤
の

向
上
を
図
る
た
め
の
事
業
に
財
政
的
支
援
を

行
い
ま
す
。

Ⅳ　

行
政
改
革
を
断
行
し
ま
す

行
政
改
革
推
進
費　
　
　
　
　

44
万
４
千
円

　

行
政
改
革
大
綱
の
進
行
管
理
、
審
議
を
行

う
た
め
の
行
政
改
革
懇
談
会
、
指
定
管
理
者

の
候
補
者
選
定
委
員
会
や
事
務
事
業
評
価
に

係
る
外
部
評
価
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

Ⅴ　

次
世
代
育
成
に
力
を
注
ぎ
ま
す

ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
費

１
９
９
万
円

　

西
湖･

田
沢
湖
姉
妹
湖
提
携
事
業
の
一
環

と
し
て
、
富
士
河
口
湖
町
と
本
市
の
児
童
・

生
徒
に
よ
る
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
ク
ニ
マ
ス
受
入
に
向
け
山
梨
県
や
関
係

団
体
等
と
協
議
を
進
め
る
ほ
か
、
田
沢
湖
再

生
に
関
す
る
講
演
会
の
開
催
に
よ
り
市
民
等

の
知
識
を
高
め
ま
す
。

す
こ
や
か
療
育
支
援
事
業
費 

新　
６
万
７
千
円

　

児
童
発
達
支
援
等
援
助
費
利
用
に
係
る
自

己
負
担
と
食
費
（
実
費
）
に
助
成
し
ま
す
。

在
宅
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
費  

２
１
０
万
円

　

在
宅
で
小
学
校
就
学
前
児
童
の
子
育
て
を

す
る
保
護
者
に
対
し
、
市
が
指
定
す
る
子
育

て
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
で
き
る
「
在
宅
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
券
」
を
交
付
し
、
子
育
て
を
応
援

し
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進
事
業
費

　

31
万
７
千
円

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
施
策
の

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
に
関
し
必
要
な

事
項
や
当
該
施
策
の
実
施
状
況
を
調
査
審
議

す
る
た
め
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
開
催

し
ま
す
。

出
会
い
・
結
婚
支
援
事
業
費　

19
万
７
千
円

　

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
出
会
い
・

結
婚
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
給
付
事
業
費

１
１
０
６
万
６
千
円

　

消
費
税
率
引
上
げ
に
よ
る
子
育
て
世
帯
へ

の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
給

付
し
ま
す
。

一
般
総
務
費
（
児
童
福
祉
施
設
費
）

２
４
５
万
１
千
円

　

児
童
福
祉
施
設
に
関
わ
る
一
般
総
務
事
務

の
ほ
か
、「
子
育
て
家
庭
の
親
子
等
が
気
軽

に
集
え
る
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
」
の
実
施

や
「
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

保
育
園
入
所
待
機
児
童
等
支
援
事
業
費
補
助
金

１
５
２
万
４
千
円

　

認
可
保
育
園
待
機
（
保
留
）
児
童
が
、
認

可
外
保
育
所
等
へ
入
所
し
た
場
合
、
認
可
保

育
所
へ
入
所
し
た
場
合
と
同
等
の
負
担
と
な

る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

認
可
保
育
園
等
法
人
化
推
進
事
業
費 

新　

２
０
３
万
円

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
の
認
定
こ
ど
も
園
法

人
化
を
目
指
し
、
新
た
に
社
会
福
祉
法
人
を

設
立
す
る
た
め
の
準
備
を
行
い
ま
す
。

Ｊ
Ｆ
Ａ
夢
先
生
招
聘
事
業
費　
　
　

80
万
円

　

Ｊ
Ｆ
Ａ
（
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
）
が
、
日
本

や
世
界
で
活
躍
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
を
学
校
に

派
遣
し
、
児
童
生
徒
に
夢
に
関
す
る
授
業
を
実

施
し
ま
す
。
小
学
校
高
学
年
を
対
象
に
、
日
本

や
世
界
で
活
躍
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
本
人
に
よ

る
夢
の
授
業
を
受
け
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

学
力
定
着
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
費 

新

　

21
万
１
千
円

　

全
国
学
力
調
査
等
に
よ
る
仙
北
市
の
児
童

生
徒
の
学
力
の
課
題
を
踏
ま
え
、
調
査
研
究

を
行
い
研
究
成
果
を
普
及
さ
せ
、
学
力
の
向

上
を
図
り
ま
す
。
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平成 27 年度の主な事業

小
中
学
校
施
設
天
井
等
落
下
防
止
対
策
事
業

費 

新　
　
　
　
　

２
億
１
６
９
８
万
２
千
円

　

平
成
26
年
４
月
施
行
の
建
築
基
準
法
施
行

令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
小
中
学
校
の
天
井

等
落
下
防
止
対
策
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
ふ
る
さ
と
学
習
支
援
事
業
費

　

３
３
１
万
７
千
円

　

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
勤
労
観
・
職
業

観
を
育
て
、
将
来
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会
人

と
し
て
自
立
で
き
る
意
欲
・
態
度
や
能
力
を

育
て
る
と
と
も
に
、
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
、

伝
統
と
文
化
な
ど
地
域
の
学
校
の
特
色
に
応

じ
た
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
業
実
施
補

助
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
２
万
円

　

地
域
に
お
け
る
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

拠
点
で
あ
り
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
な

る
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
育
成

し
ま
す
。

  Ⅵ　

生
活
を
守
る
仕
組
み
を

強
化
し
ま
す

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
費 

新　
５
８
７
万
５
千
円

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
、
農
林
業
の

応
援
や
住
民
の
生
活
支
援
な
ど
の
地
域
協
力

活
動
へ
の
従
事
を
通
し
て
移
住
、
定
住
を
推

進
し
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
灯
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
費

４
７
０
万
５
千
円

　

平
成
26
年
度
に
更
新
し
た
町
内
会
等
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
街
灯
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま

す
。
平
成
26
年
８
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
が
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
導
入
事
業
費  

５
４
５
万
９
千
円

　

平
成
25
年
度
に
更
新
し
た
市
所
有
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
街
灯
リ
ー
ス
を
実
施
し
ま
す
。
平
成
26
年

３
月
か
ら
リ
ー
ス
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
導
入
調
査
事
業
費 

新

１
２
２
万
１
千
円

　

市
や
町
内
会
等
が
維
持
管
理
す
る
街
路
灯
や

道
路
照
明
等
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
実
施
す
る
た
め
、

対
象
選
別
・
手
法
選
択
・
計
画
立
案
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
工
事
設
計
等
の
業
務
委
託
を
行
い
ま
す
。

生
活
路
線
代
替
バ
ス
購
入
費 

新

２
０
８
２
万
４
千
円

　

向
生
保
内
線
を
運
行
し
て
い
る
市
民
バ
ス

が
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
更
新
し
ま
す
。

仙
北
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
策
定
事

業
費 

新　
　
　
　
　
　

１
０
１
３
万
５
千
円

　

市
民
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
・

羽
後
交
通
バ
ス
・
内
陸
線
の
混
在
す
る
仙
北

市
公
共
交
通
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

利
用
者
代
表
・
運
行
事
業
者
・
外
部
有
識
者

で
検
討
し
、
中
長
期
的
な
仙
北
市
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

田
沢
二
期
地
区
水
利
用
高
度
化
推
進
事
業
費

負
担
金　
　
　
　
　
　
　
　
　

82
万
１
千
円

　

田
沢
二
期
地
区
内
の
地
域
用
水
機
能
増
進

事
業
に
対
す
る
負
担
金
で
す
。

仙
北
平
野
基
幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
業
費
負
担
金　
　
　

45
万
１
千
円

　

農
業
用
水
の
安
定
的
な
確
保
と
配
分
の
機

能
維
持
を
図
り
な
が
ら
、
土
地
改
良
施
設
の

長
寿
命
化
を
図
る
た
め
に
、
仙
北
平
野
土
地

改
良
区
が
導
入
す
る
用
水
管
理
シ
ス
テ
ム
の

整
備
に
伴
う
負
担
金
で
す
。

道
路
新
設
改
良
費　
　

５
億
７
７
３
６
万
円

　

道
路
改
良
に
よ
り
交
通
基
盤
を
整
備
し
、

歩
行
者
や
交
通
量
に
配
慮
し
た
安
全
・
安
心

な
市
道
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

 

岩
瀬
北
野
線
整
備
事
業
費

　

３
億
６
４
６
８
万
６
千
円

　

都
市
計
画
道
路
岩
瀬
北
野
線
の
小
館
（
内

川
橋
）
～
大
風
呂
（
横
町
橋
）
区
間
を
整
備
し

ま
す
。【
事
業
計
画
…
Ｌ
＝
４
８
７
㍍
、
計

画
幅
員
Ｗ
＝
16
㍍　

平
成
27
年
度
事
業
内
容

…
建
物
移
転
補
償
・
積
算
委
託
、
用
地
買
収

費
、
道
路
工
事
費
等
】

防
災
の
集
い
開
催
事
業
費　
　

15
万
２
千
円

　

平
成
26
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
仙
北
市

防
災
週
間
で
、
市
民
を
対
象
に
親
子
避
難
所
宿

泊
体
験
な
ど
の
体
験
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
費

　

２
１
１
万
７
千
円

　

自
主
防
災
組
織
（
私
設
消
防
団
含
む
）
の

活
動
支
援
と
し
て
推
進
事
業
費
を
助
成
し
、

自
主
防
災
組
織
率
の
向
上
と
組
織
の
育
成
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
に
よ
る

雨
量
計
設
置
を
推
進
し
ま
す
。

危
険
空
き
家
対
策
費　
　

３
４
２
万
５
千
円

　

市
内
で
増
加
す
る
空
き
家
対
策
と
し
て
、

地
域
の
活
性
化
と
市
民
の
安
全
・
安
心
の
向

上
を
図
る
た
め
、
危
険
老
朽
空
き
家
を
解
体

撤
去
す
る
際
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

 

秋
田
県
総
合
防
災
訓
練
事
業
費 

新　２
２
０
万
円

　

平
成
27
年
に
仙
北
市
で
秋
田
県
総
合
防
災

訓
練
を
開
催
し
ま
す
。

西
明
寺
地
区
簡
易
水
道
拡
張
事
業
費（
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
）  

３
億
２
３
１
０
万
４
千
円

　

西
明
寺
地
区
簡
易
水
道
に
隣
接
す
る
神
代

地
区
の
一
部
に
西
明
寺
地
区
簡
易
水
道
を
拡

張
し
て
配
水
管
を
整
備
し
、
水
道
未
普
及
地

域
の
解
消
を
図
り
、
当
該
地
区
で
の
良
質
な

水
道
水
を
安
定
的
に
供
給
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
費（
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

　

３
４
９
７
万
４
千
円

　

社
会
資
本
整
備
の
促
進
と
安
全
・
安
心
で

潤
い
あ
る
生
活
環
境
の
改
善
、
河
川
等
の
水

質
保
全
の
た
め
、
下
水
道
整
備
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
県
生
活
排
水
処
理
構
想
の
見
直
し
を

受
け
、
仙
北
市
生
活
排
水
整
備
構
想
効
率
的

整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

Ⅶ　

そ
の
他

市
制
10
周
年
記
念
式
典
開
催
事
業
費 

新　

１
０
０
万
円

　

市
制
10
周
年
に
あ
た
り
記
念
式
典
、
記
念

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
策
定
費 

新　

２
８
４
４
万
円

　

公
共
施
設
等
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
管

理
を
推
進
す
る
た
め
「
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
の
策
定
に
向
け
た
作
業
を
進
め
ま

す
。
併
せ
て
、
統
一
的
な
基
準
に
よ
る
財
務

書
類
等
の
整
備
に
必
要
と
な
る
固
定
資
産
台

帳
も
作
成
し
ま
す
。

 

あ
き
た
未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

費 

新　
　
　
　
　
　
　

１
７
３
４
万
１
千
円

　
「
田
沢
湖
再
生
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
、
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
実
施
設

計
と
田
沢
湖
湖
底
調
査
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

社
会
保
障・税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
費 

新

４
７
９
６
万
４
千
円

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
導
入

に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
改
修
と
シ
ス
テ
ム
ア
プ

リ
購
入
を
実
施
し
ま
す
。

総
合
計
画
策
定
費 

新　
　
　
　

２
１
８
万
円

　

平
成
18
年
に
策
定
し
た
仙
北
市
総
合
計
画
の

期
間
が
平
成
28
年
３
月
31
日
で
終
了
と
な
る
た

め
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
構
想

で
あ
る
第
二
次
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

 

市
制
10
周
年
記
念　

み
ち
の
く
ダ
ム
湖
サ

ミ
ッ
ト
開
催
事
業
費 

新　
　
　

32
万
７
千
円

　

平
成
27
年
に
仙
北
市
で
「
み
ち
の
く
ダ
ム
湖

サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
併
せ
て
、
市
制

10
周
年
を
記
念
し
て
、
サ
ミ
ッ
ト
に
訪
れ
る
県

内
外
の
関
係
者
や
市
民
に
対
し
て
ダ
ム
水
源

地
の
役
割
や
重
要
性
の
啓
発
を
行
い
ま
す
。

 

第
３
回
戸
沢
サ
ミ
ッ
ト
in
仙
北
実
行
委
員
会

補
助
金 

新　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

74
万
円

　

平
成
27
年
に
仙
北
市
で
開
催
さ
れ
る
「
第

３
回
戸
沢
サ
ミ
ッ
ト
」
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

仙
北
市
短
歌
大
会
開
催
費
補
助
金 

新  

40
万
円

　

平
成
26
年
度
に
開
催
し
た
、
国
民
文
化
祭

「
田
沢
湖
・
角
館
短
歌
大
会
」
を
契
機
に
開

催
す
る
「
仙
北
市
短
歌
大
会
」
に
対
し
補
助

し
ま
す
。

Ｆ
Ｉ
Ｓ
モ
ー
グ
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
事

業
費
補
助
金　
　
　
　
　
　

３
０
０
０
万
円

　

た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
る
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
・
モ
ー

グ
ル
大
会
組
織
委
員
会
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

市
制
10
周
年
記
念　

ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
・
野

球
教
室
開
催
費
補
助
金 

新　
　
　
　

30
万
円

　

仙
北
市
長
杯
軟
式
野
球
大
会
の
第
10
回
を

記
念
し
て
実
施
さ
れ
る
講
演
会
や
野
球
教
室

の
開
催
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備
事
業
費
補
助
金 

新　

　

１
０
０
０
万
円

　

田
沢
湖
高
原
地
区
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を

整
備
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
対
し
補
助
し
ま
す
。
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元気なふるさと秋田づくり顕彰事業

仙北市から２団体が受賞
　

仙
北
地
域
振
興
局
で
は
地
域
づ
く

り
活
動
を
自
主
的
に
取
り
組
む
団

体
・
個
人
を
「
元
気
な
ふ
る
さ
と
秋

田
づ
く
り
」
顕
彰
事
業
で
表
彰
し
て

い
ま
す
。
平
成
26
年
度
の
受
賞
団
体

５
団
体
の
う
ち
、仙
北
市
か
ら「
遊
々

楽
々
３
ト
ピ
ア
会
議
（
菅
原
照
夫
会

長
）」「
石
神
部
落
会
（
千
葉
惣
永
会

長
）」
の
２
団
体
が
選
ば
れ
、
３
月

２
日
、
同
振
興
局
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

２
団
体
と
も
地
域
に
お
い
て
、
活

発
に
地
域
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
そ
の
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

と
実
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

平成 26 年度秋田県消防功労者表彰

消防庁長官表彰に３氏
　

３
月
17
日
、
平
成
26
年
度
の
秋
田

県
消
防
功
労
者
表
彰
式
が
、
秋
田
県

庁
第
２
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

仙
北
市
消
防
団
の
阿
部
昌
明
分
団

長
（
第
２
分
団
）、
斉
藤
良
弘
分
団

長（
第
５
分
団
）、鈴
木
博
分
団
長（
第

９
分
団
）
の
３
人
に
、
消
防
庁
長
官

か
ら
永
年
勤
続
功
労
章
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
日
本
消
防
協
会
定
例

表
彰
の
精
績
章
が
、
荒
木
田
俊
一
副

団
長
、
林
崎
久
副
団
長
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

日
頃
の
消
防
活
動
へ
の
多
大
な
ご

尽
力
が
認
め
ら
れ
て
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。

（一財）日本郷土民謡協会  名誉教授、公認教師

地主重雄さん、浅野沙樹さんが認定
　

２
月
25
日
、
東
京
都
で
行
わ
れ
た

一
般
財
団
法
人
日
本
郷
土
民
謡
協
会

の
創
立
55
周
年
記
念
祝
賀
新
年
会
の

席
で
、
地
主
重
雄
さ
ん
（
田
沢
湖
）

が
協
会
名
誉
教
授
に
、
浅
野
沙
樹
さ

ん
（
梅
若
会
：
田
沢
湖
出
身
）
が
協

会
推
薦
公
認
教
師
に
認
定
さ
れ
、
認

定
証
が
そ
れ
ぞ
れ
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

二
人
は
郷
土
民
謡
の
普
及
に
様
々

な
活
動
を
通
じ
て
貢
献
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
ご
活
躍
が
認
め
ら
れ
て
今

回
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
二
人
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

平成 26 年度仙北市スポーツ表彰式

好成績を収めた個人・団体を表彰
　

３
月
14
日
、
角
館
樺
細
工
伝
承
館

で
仙
北
市
体
育
協
会
（
菅
原
陽
三
会

長
）
主
催
の
平
成
26
年
度
仙
北
市
ス

ポ
ー
ツ
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
の
冒
頭
で
菅
原
会
長
が「
選
手
、

指
導
者
、
保
護
者
の
が
ん
ば
り
が
実

り
、
す
ば
ら
し
い
成
績
に
つ
な
が

り
、
今
日
の
表
彰
と
な
っ
た
。
毎
日

の
努
力
の
積
み
重
ね
が
結
果
に
つ
な

が
る
。東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
あ
り
、

大
き
な
夢
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
も
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

式
で
は
、
今
年
度
各
種
大
会
で
優

秀
な
成
績
を
残
し
た
選
手
、
団
体
、

活
躍
し
た
指
導
者
な
ど
45
人
、
４
団

体
が
各
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
白
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
々

に
、
仙
北
市
か
ら
お
祝
い
と
花
束
が
そ

れ
ぞ
れ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

白
寿
の
お
祝
い

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

３
月
10
日
、
奥
田
ト
シ
さ
ん
が
白
寿

を
迎
え
ま
し
た
。

３
月
20
日
、
千
葉
福
二
さ
ん
が
白

寿
を
迎
え
ま
し
た
。

３
月
20
日
、
畠
山
正
良
さ
ん
が
白

寿
を
迎
え
ま
し
た
。

西明寺小学校「くりっこサイエンスクラブ」

齋藤憲三・山﨑貞一奨励賞金賞
　

財
団
法
人
齋
藤
憲
三
・
山
﨑
貞
一

顕
彰
会
で
は
県
内
小
中
学
校
、
高
校

の
グ
ル
ー
プ
研
究
を
奨
励
、
助
成
し

て
い
ま
す
。
本
年
度
の
奨
励
賞
金
賞

に
西
明
寺
小
学
校
く
り
っ
こ
サ
イ
エ

ン
ス
ク
ラ
ブ
の
研
究
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
仙
北
市
か
ら
初
受
賞
と
な
る
快

挙
で
、
小
学
校
と
し
て
金
賞
受
賞
は

西
明
寺
小
学
校
１
校
の
み
で
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
過
去
の
実
験
で
水

が
沸
点
の
１
０
０
度
で
沸
騰
し
な

か
っ
た
事
例
を
題
材
と
し
、
夏
休
み

中
も
実
験
を
重
ね
検
証
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
研
究
成
果
が
評
価
さ
れ
、

み
ご
と
金
賞
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

金賞受賞に喜びいっぱいの「くりっこサイエンスクラブ」6 年生。
前列左から梁田麗斗さん、藤井甲斐さん、杉宮伊生希さん、鈴木
蓮さん、高橋河太さん。顧問の伊藤昭光先生と井上一彦校長先生。

（後列左から２人目、３人目）

遊々楽々３トピア会議（左）と石神部落会（右）の皆さん。これ
を機に今後は協同で活動できたらと話していました。

認定書を手にした地主さん。地元に伝わる芸能を大事にし、今後
も若い方々にしっかりと伝えていきたいと抱負を語りました。

ユニバーサルツーリズムを通じて考える観光

やさしいまちづくり講演会開催
　

３
月
19
日
、
田
沢
湖
・
角
館
観
光

連
盟
主
催
の
講
演
会
が
田
沢
湖
芸
術

村
「
ゆ
ぽ
ぽ
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
講
演
会
と
題

し
、（
特
非
）
日
本
バ
リ
ア
フ
リ
ー

観
光
推
進
機
構
理
事
長
を
務
め
る
中

村
元
氏
が
、「（
特
非
）
伊
勢
志
摩
バ

リ
ア
フ
リ
ー
ツ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
」
で

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
掘
り
起
こ
し
や
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
取
り

組
み
な
ど
を
、
実
例
を
挙
げ
講
演
し

ま
し
た
。参
加
し
た
観
光
関
係
者
は
、

集
客
へ
の
参
考
に
と
真
剣
な
面
持
ち

で
講
演
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

水
族
館
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
る

傍
ら
、
観
光
庁
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
務
め
る
中
村

氏
。
集
客
増
に
つ
な
が
る
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
実
例
を
挙
げ
語
り
ま
し
た
。 ３月 18 日、受章報告に市役所に訪れた仙北市消防団受章者。栄

えある受章、おめでとうございます。

平成 26 年度スポーツ賞受賞者〈敬称略〉
指導者賞 ▼ 湯澤淳（野球）
栄光賞 ▼ 澤山輝和、新山基紀、猪本幸夫（以上、ソ
フトテニス）
奨励賞 ▼ 小木田帆南、丑澤文（以上、サッカー） ▼ 小
嶋貫太、日高大樹、髙橋萌恵、齋藤実祐（以上、ス
キー） ▼ 阿部真理、熊谷実夢（以上、登山） ▼ 中島優斗、
太田光紀（以上、陸上） ▼ 松本愛未（柔道） ▼ 藤原
大地、林崎瑠玖、後藤大輝（以上、バスケットボール）

▼ 鈴木勇太郎（スキー） ▼ 鈴木怜奈、三浦剛貴、三
浦悠、武藤涼子（以上、バドミントン） ▼ 田口清音、
田口裕幸、西村謙一（以上、ボウリング） ▼ 江橋勝州（陸
上競技ソフトボール投げ） ▼ 田口満（陸上競技立幅跳）

▼ 菅原洋輔（陸上競技 50 ｍ） ▼ 藤本拓也、千葉大樹、
武藤直也（以上、フライングディスク） ▼ 小林さくら、
樋口あかね（以上、水泳） ▼ 岩田晴、高橋慶多、細
川大雅、岩田光、佐々木真理香、佐々木竜生、田川礼、
田川颯、畠山勇輝、木元美禪、湯澤瑠奈（以上、空手）
団体奨励賞 ▼ 生保内中学校女子剣道部 ▼ 西明寺野球
クラブスポーツ少年団 ▼ 仙北市バドミントン Jr. ス
ポーツ少年団
団体特別賞 ▼ 角館高等学校野球部

地域の話題仙北市のできごとをおとどけ
　　　　　ちいきのわだい
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●
開
催
日
時

　
　

４
月
19
日 

日 

６
時
～

●
場
所
／
自
宅
周
り
、
地
区
や
町
内
の

会
館
周
り
、
沿
道
、
側
溝
、
桧
木
内

川
堤
（
角
館
地
区
）
な
ど

●
集
め
方
／
『
燃
え
る
ゴ
ミ
』
と
『
燃

え
な
い
ゴ
ミ
』
を
別
々
の
ゴ
ミ
袋
に

集
め
、
地
区
・
町
内
の
ゴ
ミ
集
積
所

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
使
用
す
る
袋

は
市
指
定
の
ゴ
ミ
袋
の
ほ
か
、
ス
ー

パ
ー
の
レ
ジ
袋
で
も
結
構
で
す
が
、

使
用
す
る
袋
に
は
必
ず
『
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
（
○
○
町
内
）』
と
大
き
く
書

い
て
く
だ
さ
い
（
未
記
入
の
も
の
は

　

在
宅
の
障
が
い
者
等
の
外
出
支
援
を

図
る
た
め
、
障
が
い
者
等
が
利
用
す
る

タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
金
の
一
部
と
し
て

利
用
券
を
給
付
し
ま
す
。

●
対
象
に
な
る
方
／
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
（
施
設
入
所
者
は
除
く
）

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
３
級
を
お

持
ち
の
方

②
療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を

お
持
ち
の
方

④
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
難
病
患
者
の
方

●
利
用
券
に
つ
い
て
／
５
０
０
円
券
と

平
成
27
年
度
も
『
春
の
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
』
を
実
施
し
ま
す

各
地
区
・
町
内
会
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

仙
北
市
障
が
い
者
（
児
）
タ
ク
シ
ー
利
用
券
給
付
事
業

タ
ク
シ
ー
の
利
用
券
を
給
付
し
ま
す

回
収
し
ま
せ
ん
）。
た
だ
し
、
肥
料
袋

は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
回
収
方
法
／
次
の
日
か
ら
通
常
の
ゴ

ミ
収
集
と
あ
わ
せ
て
随
時
行
い
ま
す
。

（
ゴ
ミ
の
収
集
曜
日
の
関
係
で
『
燃
え

な
い
ゴ
ミ
』
の
回
収
が
遅
く
な
る
地

区
も
あ
り
ま
す
が
ご
了
承
願
い
ま
す
）

※
残
雪
等
の
影
響
に
よ
り
、
当
日
、
実
施
で

き
な
い
場
合
は
、
地
区
の
事
情
に
合
わ
せ

て
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す

が
、
必
ず
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
家
電
や
粗
大
ご
み
を
発
見
し
た
場
合
は
ご

連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
（
角

館
町
薗
田
）
☎
（
54
）
３
３
０
５

１
０
０
円
券
で
、
最
大
１
万
５
千
円

分
が
給
付
さ
れ
ま
す
。
申
請
月
に
よ

り
交
付
枚
数
が
異
な
り
、
年
度
内
で

あ
れ
ば
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

●
申
請
窓
口
／
社
会
福
祉
課
（
西
木
庁

舎
）、
田
沢
湖
・
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
、

各
出
張
所

●
必
要
な
も
の
／

①
印
鑑

②
障
害
者
手
帳
か
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証

●
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
（
西
木
庁
舎
）

☎
（
43
）
２
２
８
８

●
業
務
内
容
／
保
健
課
業
務
事
務
補
助

●
募
集
人
数
／
１
人

●
募
集
要
件
／
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
可
能
な
方

●
雇
用
期
間
／
４
月
15
日 

水 

～
平
成
28

年
３
月
31
日 

木 

の
週
３
日
程
度（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

●
勤
務
時
間
／
９
時
～
16
時

●
試
験
区
分
／
看
護
師

●
採
用
人
数
／
１
人

●
受
験
資
格
／
昭
和
55
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
で
看
護
師
の
資
格

を
有
す
る
方

●
試
験
日
／
４
月
22
日 

水 

●
試
験
会
場
／
介
護
老
人
保
健
施
設
に

し
き
園
（
西
木
町
門
屋
字
屋
敷
田
１
０
０
）

●
試
験
内
容
／
口
述
試
験
、
作
文
試
験

●
申
込
用
紙
の
請
求
／
申
込
用
紙
・
受

験
案
内
は
、
４
月
１
日 

水 

か
ら
、
田

沢
湖
庁
舎
は
総
務
課
、
角
館
庁
舎
と

西
木
庁
舎
は
地
域
セ
ン
タ
ー
で
交
付

し
ま
す
。

　

郵
便
請
求
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に

「
職
員
（
看
護
師
）
採
用
試
験
申
込
用

紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
あ
て
先
を

明
記
し
て
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
（
角
型
２
号
サ
イ
ズ
）

を
必
ず
同
封
し
て
、
総
務
課
職
員
係

へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
普
通
郵
便
の
事
故
お
よ
び
電

子
メ
ー
ル
に
よ
る
請
求
に
は
対
応
で

き
ま
せ
ん
。

保
健
課
臨
時
職
員
の
募
集

平
成
27
年
度
仙
北
市
職
員
（
看
護
師
）
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

介
護
老
人
保
健
施
設
職
員
を
募
集
し
ま
す

●
申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の

紹
介
状
と
履
歴
書
を
４
月
６
日 

月 

17

時
ま
で
、
保
健
課
へ
持
参
。

※
郵
便
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
応
募
多
数

の
場
合
は
早
め
に
締
切
り
ま
す
。

●
選
考
方
法
／
書
類
と
面
接

※
面
接
日
時
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
保
健
課
（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

内
：
角
館
町
中
菅
沢
）
☎
（
55
）
１
１
１
２

●
申
込
手
続
き
／
申
込
書
と
自
己
紹
介

書
に
所
要
事
項
を
全
て
記
入
し
、
申

込
書
の
受
験
票
部
分
に
は
最
近
撮
影

し
た
上
半
身
、
脱
帽
、
正
面
向
き
、

縦
６
セ
ン
チ
、
横
４
・
５
セ
ン
チ
の
写

真
１
枚
を
貼
っ
て
、
総
務
課
職
員
係

あ
て
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送

可
）。

　

な
お
、
角
館
・
西
木
地
域
セ
ン
タ
ー

で
は
、
受
付
し
ま
せ
ん
。

●
申
込
受
付
期
間
／
４
月
６
日 

月 

か
ら

４
月
17
日 

金 

ま
で
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
、
８
時
30
分
か
ら
17
時

15
分
ま
で
）。
郵
送
の
場
合
は
、
４
月

17
日
必
着
に
限
り
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
せ
／

　

仙
北
市
総
務
部
総
務
課
職
員
係

　

〒
０
１
４-

１
２
９
８　

仙
北
市
田
沢

湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
30

　
☎
（
43
）
１
１
１
１

ふるさと納税とは…

自治体への寄附金のことです。税金と

違って寄附金の使い道を指定すること

ができ、またふるさとでなくてもどこ

の自治体にも寄附できる制度です。寄

附をする人の収入や家族構成に応じて、

居住地の税金の一部が控除されます。

ここ数年、ふるさと納税をされた方へ

地元の特産品などをそのお礼として贈

呈する自治体が増えており、寄附額を

大幅に増加させています。

『
ふ
る
さ
と
納
税  

ふ
る
さ
と
便
事
業
』

出
品
希
望
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

仙
北
市
へ
ふ
る
さ
と
納
税
し
て
い
た
だ

い
た
方
へ
、
そ
の
お
礼
と
し
て
『
ふ
る
さ

と
便
』
を
贈
呈
す
る
事
業
を
始
め
ま
す
。

　
『
ふ
る
さ
と
便
』
と
し
て
、商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
所

と
個
人
事
業
主
を
募
集
し
ま
す
。
品
代
等

は
市
負
担
で
す
。
説
明
会
を
開
催
し
、
ご

質
問
等
に
お
答
え
し
ま
す
の
で
出
品
を

希
望
さ
れ
る
方
、
興
味
の
あ
る
方
は
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

●
説
明
会
日
程

　

４
月
17
日 

金 　

18
時
～

　

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー  

第
１
研
修
室

●
要
件
／
以
下
の
要
件
に
す
べ
て
適
合

し
て
い
る
こ
と
。

①
各
種
法
令
、
条
例
等
に
沿
っ
た
生
産
、

製
造
、
販
売
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

②
原
則
、本
社
（
本
店
）、支
社
（
支
店
）、

事
業
所
、
工
場
等
が
仙
北
市
内
に
あ

る
企
業
、
団
体
ま
た
は
個
人
事
業
者

で
あ
る
こ
と
。

③
代
表
者
等
が
『
暴
力
団
員
に
よ
る
不

当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
』

に
掲
げ
る
暴
力
団
の
構
成
員
等
で
な

い
こ
と
。

④
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
十
分
に
留
意

い
た
だ
け
る
こ
と
。

●
募
集
す
る
『
ふ
る
さ
と
便
』
／

①
仙
北
市
の
魅
力
を〝
体
感
で
き
る
〟〝
懐

か
し
ん
で
も
ら
え
る
〟
も
の
で
あ
り
、

地
域
産
業
の
振
興
に
つ
な
が
る
要
素

を
も
つ
商
品
等
で
あ
る
こ
と
。

②
仙
北
市
で
生
産
、
製
造
、
加
工
さ
れ

て
い
る
も
の
、
市
内
の
原
材
料
を
使

用
し
て
い
る
も
の
、
市
内
で
販
売
さ

れ
て
い
る
も
の
、
市
内
で
体
験
で
き

る
も
の
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い

る
こ
と
。

③
品
質
や
数
量
の
面
に
お
い
て
、
安
定
供

給
が
見
込
め
る
こ
と
（
期
間
限
定
、
数

量
限
定
で
供
給
可
能
な
も
の
は
可
）。

④
商
品
情
報
の
開
示
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

●
問
合
せ
／
企
画
政
策
課（
田
沢
湖
庁
舎
）

☎
（
43
）
１
１
１
２

●総務課　☎ 43-1111
　　ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

　　ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309
●田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351　

●神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352
●西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200
●桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 48-2001　

●上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

information
市役所からのお知らせ
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《
消
防
団
員
》

　

消
防
団
に
興
味
を
持
た
れ
て
い
る
方
、

地
域
に
貢
献
し
た
い
方
、
入
団
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
入
団
資
格
／
仙
北
市
に
居
住
さ
れ
、
年

齢
18
歳
以
上
で
心
身
と
も
に
健
康
な
方

で
あ
れ
ば
男
女
を
問
わ
ず
入
団
で
き
ま

す
。
現
在
、
会
社
員
、
自
営
業
者
、
主

婦
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
、
幅
広
い
年

齢
層
の
方
々
が
消
防
団
員
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。

●
消
防
団
の
活
動
／
地
域
で
発
生
し
た
火
災

『
消
防
団
員
・
消
防
団
協
力
事
業
所
』
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
鎮
圧
や
地
震
・
風
水
害
な
ど
各
種
災
害

の
防
ぎ
ょ
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
災

害
に
備
え
た
訓
練
や
予
防
・
広
報
な
ど
の

活
動
も
幅
広
く
行
っ
て
い
ま
す
。

●
補
償
・
手
当
等
／
公
務
災
害
補
償
、
年

報
酬
、
出
動
手
当
、
退
職
報
償
金
制
度

等
が
あ
り
ま
す
。

《
消
防
団
協
力
事
業
所
》

　

仙
北
市
で
は
、
消
防
団
員
の
方
を
雇
用

す
る
な
ど
消
防
団
活
動
に
協
力
し
て
い
る

事
業
所
を
『
消
防
団
協
力
事
業
所
』
と
し

て
認
定
し
、
表
示
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
内
11
事
業
所
に
交
付
し
、
消
防

団
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
表
示
証
交
付
基
準
／
次
に
掲
げ
る
基
準

の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

①
従
業
員
が
消
防
団
員
と
し
て
、
相
当
数

入
団
し
て
い
る
こ
と
。

②
従
業
員
の
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
、
積

極
的
に
配
慮
し
て
い
る
こ
と
。

③
災
害
等
に
お
け
る
資
機
材
等
の
提
供
等
、

消
防
団
の
活
動
に
協
力
し
て
い
る
こ
と
。

④
事
業
所
に
機
能
別
分
団
等
を
設
置
し
て

い
る
。

⑤
そ
の
他
消
防
団
活
動
に
協
力
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
消
防
防
火
体
制
の
充

実
強
化
に
寄
与
し
て
い
る
。

●
消
防
団
協
力
事
業
所
の
認
定
に
つ
い
て
／

認
定
さ
れ
た
事
業
所
に
は
『
消
防
団
協

力
事
業
所
表
示
証
』
を
交
付
す
る
と
と

も
に
、
表
示
証
を
社
屋
等
に
掲
示
で

き
、
ま
た
、
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
も
広
く
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
社
会
貢
献
企
業
と
し
て
信
頼
性
の

向
上
に
つ
な
が
り
、
事
業
所
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
地
域
の
安
全
と
消
防
団
活
動
に
貢
献
し
、

ま
た
、
こ
の
制
度
に
賛
同
い
た
だ
け
る

事
業
所
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
／
総
合
防
災
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）

☎
（
43
）
１
１
１
５

消防団協力事業所一覧
（平成２７年３月１日現在）

▼   株式会社 門脇組　　　 ▼  株式会社 畠山建設工業

▼  佐藤建設 株式会社　　 ▼  日高建設 株式会社

▼  株式会社 寺沢工務店　 ▼  万六建設 株式会社

▼  有限会社 石建工業　　 ▼  角館建設工業 株式会社

▼  株式会社 瀧神巧業　　 ▼  株式会社 西宮組

▼  株式会社 相馬組

平
成
27
年
春
の
火
災
予
防
運
動

　

平
成
27
年
春
の
火
災
予
防
運
動

が
、
４
月
５
日 

日 

か
ら
11
日 

土 

ま

で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
、
暖
房

器
具
を
使
う
機
会
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
お
気

を
付
け
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
総
合
防
災
課
（
田
沢
湖

庁
舎
）
☎
（
43
）
１
１
１
５

　

角
館
消
防
署  

☎
（
54
）
２
３
０
２

あ
き
た
安
全
安
心
住
ま
い
推
進
事
業

　

県
で
は
住
宅
を
建
設
や
リ
フ
ォ
ー

ム
等
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、
次
の
事

業
に
よ
り
補
助
し
ま
す
。

①
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業

②
「
秋
田
ス
ギ
の
家
」
普
及
促
進
事
業

※
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
県

の
地
域
振
興
局
建
築
課
ま
で
。

●
問
合
せ
／
仙
北
地
域
振
興
局
建

築
課
（
大
仙
市
大
曲
）

　

☎
０
１
８
７
（
63
）
３
１
１
３

誇
り
を
胸
に

熱
い
消
防
団
員
、募
集

消防庁

　

市
民
が
参
加
し
生
活
環
境
の
改
善
を

図
る
た
め
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
維
持
整

備
を
行
う
場
合
、
こ
れ
に
必
要
な
資
材

の
支
給
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
者
／
仙
北
市
在
住
の
市
民
で
、

市
長
が
適
当
と
認
め
る
団
体
（
市
民

団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
）

●
対
象
と
な
る
事
業
場
所
／
認
定
道
路

以
外
の
道
路
で
、
公
共
性
の
高
い
道

路
お
よ
び
地
域
が
共
同
で
使
用
す
る

水
路
等

●
対
象
物
と
対
象
件
数
／
側
溝
等
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
、
砂
利
、
砕
石
、

舗
装
用
材
等
。
た
だ
し
、
消
耗
品
的

な
も
の
は
対
象
外
。

　

１
申
請
あ
た
り
10
万
円
を
上
限
と
し
、

年
度
を
通
じ
て
１
回
の
支
給
と
な
り

ま
す
。

※
支
給
対
象
事
業
は
申
請
順
を
基
本
と
し
ま

す
が
、
地
域
的
偏
差
が
認
め
ら
れ
る
と
市

長
が
判
断
し
た
場
合
は
、
当
該
事
業
を
対

象
と
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
方
法
／
資
材
の
支
給
を
受
け
よ

う
と
す
る
団
体
は
、
募
集
期
間
内
に

資
材
支
給
申
請
書
を
建
設
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象
者
・
対
象
住
宅
／

①
仙
北
市
市
民
で
、
申
請
者
と
同
居
家

族
す
べ
て
に
市
税
や
市
諸
収
入
に
未

納
が
な
い
も
の

②
市
内
に
あ
る
自
ら
が
居
住
す
る
住
宅

●
助
成
内
容
／
住
宅
の
増
改
築
・
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
（
50
万
円
以
上
）
の
工

事
費
の
５
％
、10
万
円
を
限
度
に
補
助
。

　

子
育
て
世
帯
（
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
が
い
る
世
帯
）
は
工
事
費
の
10
％
、

20
万
円
を
限
度
に
補
助
。

　

下
水
道
に
接
続
す
る
場
合
は
、
さ
ら

に
10
万
円
が
プ
ラ
ス
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
工
事
／
工
事
費
が
50
万

円
以
上
の
市
内
の
住
宅
や
付
属
す
る

建
物
等
の
修
繕
・
改
修
工
事
。（
屋
根

の
葺
き
替
え
・
融
雪
、
車
庫
・
物
置

の
増
築
（
建
築
確
認
要
）、
ト
イ
レ
・

浴
室
・
台
所
等
。
た
だ
し
、作
業
小
屋
、

倉
庫
等
を
除
く)

●
施
工
業
者
／
市
内
に
事
業
所
を
有
す

る
法
人
ま
た
は
個
人
事
業
主

※
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
工
事
開
始
す

る
住
宅
が
対
象
で
す
。

●
申
請
に
必
要
な
書
類
／
▼
申
請
書　

▼
見
積
書　

▼
契
約
書
ま
た
は
請
書

市
民
参
加
型
イ
ン
フ
ラ
維
持
整
備
事
業

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
整
備
に
必
要
な
資
材
を
支
給
し
ま
す

仙
北
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業

住
宅
増
改
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

※
申
請
書
用
紙
は
、
建
設
課
や
各
地
域
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●
募
集
期
間
／
４
月
１
日 

水 

～

●
資
材
支
給
日
／
事
業
着
手
の
前
日
ま

で
に
施
工
場
所
へ
運
搬
し
て
支
給
し

ま
す
。

●
申
請
・
問
合
せ
／

　

仙
北
市
建
設
部
建
設
課
監
理
係

　

〒
０
１
４-

０
５
９
２　

仙
北
市
西
木

町
上
荒
井
字
古
堀
田
47

　
☎
（
43
）
２
２
９
４

の
写
し　

▼
工
事
前
の
全
体
と
工
事

か
所
の
写
真　

▼
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
写
し　

▼
申
請
者
と
同
居
者
の

市
税
等
の
完
納
を
証
す
る
書
類
等

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
都

市
整
備
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
都
市
整
備
課
（
西
木
庁
舎
）

☎
（
43
）
２
２
９
５

※
介
護
保
険
を
利
用
し
て
住
宅
改
修
を
行
う

場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
秋
田
県
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
と

併
用
で
き
ま
す
。

●総務課　☎ 43-1111
　　ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

　　ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309
●田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351　

●神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352
●西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200
●桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 48-2001　

●上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159information 市役所からのお知らせ
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協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
型
補
助
金
事
業

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
応
援
し
ま
す

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
に
基
づ
く

「
地
方
創
生
特
区
」
第
一
弾
に
仙
北
市

　

市
で
は
、
市
民
等
団
体
が
実
施
す
る
ま

ち
づ
く
り
事
業
を
支
援
す
る
た
め
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
の

事
業
採
択
を
予
定
し
、
応
募
は
、
４
月
１

日 
水 

か
ら
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
事
業
の
審
査
が
あ
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
限
り
早
め
の
事
前
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
事
業
／
市
民
等
団
体
が
地
域

の
活
性
化
や
地
域
課
題
の
解
決
に
向

け
、
自
ら
企
画
し
実
施
す
る
ま
ち
づ
く

り
事
業

　
《
例
え
ば
…
》

▼
環
境
美
化
活
動
や
安
心
・
安
全
な
地

域
環
境
を
整
備
す
る
事
業

▼
地
域
に
伝
わ
る
芸
能
や
文
化
な
ど
地

域
住
民
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の

芸
能
等
を
継
承
し
伸
長
さ
せ
る
事
業

▼
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
地
域
の
連

携
を
強
化
し
、
地
域
内
の
交
流
を
促

進
す
る
た
め
の
事
業 

な
ど

　

こ
の
他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
可

能
で
す
の
で
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
対
象
団
体
／

①
市
民
の
福
祉
向
上
お
よ
び
利
益
の
推
進

を
目
的
と
す
る
非
営
利
の
団
体
で
、
５

人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体

②
活
動
拠
点
を
市
内
に
有
し
、
市
内
で
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体

③
規
約
、
会
則
等
が
あ
り
、
適
正
に
会
計

処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
団
体

※
地
域
運
営
体
は
対
象
外
で
す
。
ま
た
、

次
の
団
体
は
除
き
ま
す
。

①
特
定
の
宗
教
の
た
め
の
活
動
ま
た
は

そ
れ
に
反
対
す
る
活
動
を
目
的
と
す

る
団
体

②
特
定
の
政
党
に
つ
い
て
支
持
ま
た
は

反
対
す
る
活
動
を
目
的
と
す
る
団
体

③
特
定
の
公
職
の
候
補
者
ま
た
は
公
職

に
あ
る
者
に
対
し
、
支
持
ま
た
は
反

対
す
る
活
動
を
目
的
と
す
る
団
体

④
公
の
秩
序
を
乱
し
、
も
し
く
は
不
当

な
行
為
な
ど
法
に
違
反
す
る
団
体

●
補
助
金
の
額
／

　

新
規
事
業
の
ほ
か
、
事
業
を
継
続
さ
れ

る
場
合
は
審
査
の
う
え
、
次
の
と
お
り

支
援
し
ま
す
。

①
新
規
事
業
…
原
則
と
し
て
、
補
助
金
対

象
経
費
総
額
の
３
分
の
２
と
し
、
30
万

円
を
上
限
と
し
ま
す
。

②
継
続
事
業
…

◎
２
年
目
事
業
／
補
助
金
対
象
経
費
総
額

の
２
分
の
１
と
し
、
22
万
円
を
上
限
と

し
ま
す
。

◎
３
年
目
事
業
／
補
助
金
対
象
経
費
総
額

の
３
分
の
１
と
し
、
15
万
円
を
上
限
と

し
ま
す
。

●
応
募
方
法
／

　
『
仙
北
市
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提

案
型
補
助
金
事
業
』
申
請
書
等
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
庁
舎
地
域
セ
ン
タ
ー
・
出
張

所
に
も
設
置
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
／

　

市
民
等
団
体
は
、
仙
北
市
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
（
審
査
会
）

の
場
で
、
届
出
の
事
業
に
関
す
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
事
業
の
説
明

を
し
ま
す
。
そ
の
際
は
、
代
表
者
や
事

務
担
当
者
の
出
席
を
必
須
と
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
企
画
政
策
課  

企
画
政
策
係

（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）
１
１
１
２

　
E-m

ail  kikaku@
city.sem

boku.akita.jp

　

１
月
29
日
（
木
）
Ｊ
Ｆ
Ｃ
全
国
ロ
ケ
地

フ
ェ
ア
が
Ｂ
Ｉ
Ｚ
新
宿
多
目
的
ホ
ー
ル
（
東

京
都
新
宿
区
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｆ
Ｃ
全
国
ロ
ケ
地
フ
ェ
ア
は
、
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
映
像
制
作
関
係
者

の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
で
す
。
昨
年
ま
で

10
月
の
東
京
国
際
映
画
祭
と
連
携
し
て
開

催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
国
内
の

映
像
制
作
関
係
者
に
向
け
て
利
便
性
の
よ

い
場
所
・
時
期
に
変
更
し
て
の
開
催
で
す
。

　

会
場
内
は
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
分

か
れ
、
か
く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
対
応
し
ま
し

た
。
昨
年
ま
で
は
海
外
の
映
像
制
作
関
係

者
も
多
く
、
我
々
の
よ
う
な
地
方
の
小
さ

な
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
マ
ッ
チ

ン
グ
」
へ
の
違
和
感
を
覚
え
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
国
内
の
映
像
制
作
関
係
者
も

多
く
会
場
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

かくのだてフィルムコミッション
（仙北市観光課内）
☎４３-３３５２
http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

Ｊ
Ｆ
Ｃ
に
は
来
年
以
降
も
同
様
の
開
催
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ロ
ケ
地
フ
ェ
ア
は
、
他
の
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
情
報
を
得
る
よ
い
機
会

で
も
あ
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
後
減
少

し
た
、
東
北
で
の
撮
影
案
件
も
、
東
北
で

も
関
東
に
近
い
地
域
は
少
し
ず
つ
回
復
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
い
か
に
し

て
秋
田
ま
で
撮
影
に
来
て
も
ら
え
る
か
を

考
え
る
と
、
単
独
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
だ
け
で
は
難
し
い
面
も
感
じ
ま
す
。
ま

た
、
映
像
制
作
関
係
者
か
ら
、「
歴
史
の
企

画
は
待
っ
て
い
て
も
話
は
来
な
い
。
積
極

的
に
提
案
し
た
ほ
う
が
良
い
」
と
い
う
ア

ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、
今
後
の
活
動
の
参
考

に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

新
年
度
か
ら
も
、
か
く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
会
長　

坂
本  

洋
） ＪＦＣ全国ロケ地フェアの様子

　

地
域
限
定
で
規
制
緩
和
を
行
い
、
民

間
投
資
の
拡
大
に
よ
る
産
業
の
振
興
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
す
る「
地

方
創
生
特
区
」
第
一
弾
に
仙
北
市
、
仙

台
市
、
愛
知
県
の
3
区
域
が
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
３
月
19
日
の
国
家
戦
略
特
別

区
域
諮
問
会
議
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

国家戦略特別区域の概要

【「農林・医療ツーリズム」のための改革拠点】

※【　】は、政策テーマ

【「女性活躍・社会起業」のための改革拠点】

【「産業の担い手育成」のための教育・雇用・
農業等の総合改革拠点】

　仙北市の政策テーマは【「農林・医療ツーリズ
ム」のための改革拠点】。
　市域の６割を占める国有林野について、内外
の林業者や放牧等の食関連事業者への民間貸付・
使用の拡大を促進し、無人自動飛行（ドローン）
の実証などにより、最先端の地方創生のモデル
ケースを発信。また、外国人医師の診療所での
診察を解禁し、農林・医療などの総合的なツー
リズム拠点を形成することを目的としています。

Ⅰ . 秋田県仙北市

Ⅱ . 宮城県仙台市

Ⅲ . 愛知県

　

指
定
の
一
報
を
受
け
た
門
脇
市
長
は

「
昨
年
8
月
の
特
区
提
案
か
ら
今
日
ま

で
、
特
区
指
定
さ
れ
る
こ
と
を
待
ち
望

ん
で
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
仙
北
市
の
発

展
素
材
を
最
大
活
用
し
、
未
来
を
拓
く

扉
の
鍵
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

足
元
の
資
源
を
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
転
換
で
き
る
規

制
緩
和
の
意
義
を
広
め
、
地
方
創
生
特

区
第
1
号
と
し
て
の
責
任
を
全
う
す
る
」

と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

information 市役所からのお知らせ
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保健・健康の掲示板 Bulletin board ほけん・けんこうのけいじばん

　「辛い、苦しい、不安、眠れない」

や、ひきこもりのこと、家族のこと、

あなたのこと、ひとりで悩まないで

臨床心理士に話をしてみましょう。

◆ 場所・日時／

◎ 角館交流センター相談室

　4 月 21 日 火・28 日 火 

◎ 健康増進センター相談室

　（田沢湖）4 月 15 日 水

◆ スタッフ／臨床心理士

◆ 相談方法／面談（要予約）

◆ 申込・問合せ／仙北市保健課

　成人保健係 ☎ 55-1112

あなたの話を
　聴いてくれる人がいる

こころの相談

診察場所：市立田沢湖病院  外来

曜日時間：毎週水曜日  14:00 ～ 16:30
※初回診察以外は完全予約制となります。

問合せ：市立田沢湖病院 外来

　　　　☎ 43-1131

　市立田沢湖病院では平成 27 年 4 月より保険適応による禁煙

外来を開設予定です。

　

仙
北
市
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
で
は
、
病
気
の
早
期
発
見･

早
期

治
療
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
人

間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
助
成
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
制
度
を
活
用
し
て
人
間
ド
ッ

ク
を
受
診
し
、
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

◆ 

対
象
者
／

《
国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
》

○ 

仙
北
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、

年
齢
が
当
該
年
度
で
35
歳
以
上
75
歳
未
満

（
後
期
高
齢
者
医
療
対
象
者
除
く
）
の
方

○ 

前
年
度
ま
で
の
国
保
税
を
完
納
さ
れ
て

い
る
方

《
後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
》

○ 

仙
北
市
に
住
所
が
あ
る
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
で
、
当
該
年
度
に
国
保
の
人

間
ド
ッ
ク
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

○ 

前
年
度
ま
で
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
を
完
納
さ
れ
て
い
る
方

◆ 

助
成
金
額
／
ど
ち
ら
も
１
人
あ
た
り

２
万
１
０
０
０
円
を
限
度
と
し
、
年
度

内
で
１
回
の
み
と
し
ま
す
。

◆ 

受
診
医
療
機
関
／
市
立
角
館
総
合
病
院
、

市
立
田
沢
湖
病
院
、
大
曲
厚
生
医
療
セ

ン
タ
ー

◆ 

募
集
期
間
／
４
月
１
日
～
平
成
28
年
３

月
31
日

◆ 

申
請
の
流
れ
／『禁煙外来』始まります！

人
間
ド
ッ
ク
受
診
を
助
成
し
ま
す

　隣近所誘って、時間内の都合のよ

い時にサロンに参加ください。申込

みはいりません。個別相談できる部

屋も準備しています。

◆ 日程／ 4 月 8 日 水・5 月 13 日 水

◆ 内容／ゲームで楽しく体を動か

す。笑いヨガ。血圧測定。お茶を

飲みながら語る時間。

　（4 月 8 日）講話『包括支援セン

ターってどんなところ？』

◆ 費用／ 100 円／回（飲み物代）

◆ 場所／健康増進センター交流プラザ

（田沢湖）

◆ 主催／えくぼの会（代表小松龍子）

◆ 問合せ／仙北市保健課 成人保健係 

☎ 55-1112

気軽に寄ってたんせ
語って 笑って ホッと一息

えがおサロン

　笑いは、おなかや胸の筋肉を動かし

て酸素を体内に取り込むことで、血行

促進や免疫効果があると言われていま

す。仲間と一緒に笑いの効果を実感し

ましょう。申込みはいりません。

◆ 日程／4月17日 金・5月22日 金

　《講師》保健師

◆ 内容／笑いヨガ・ゲーム・軽体操など

◆ 場所／健康管理センター（角館）

◆ 受付／ 9:40 ～ 10:00

　終了時間（予定）11:30
◆ 問合せ／仙北市保健課 成人保健係 

☎ 55-1112

笑いヨガで仲間との交流
　プラス健康度アップ！

笑いの会

　心に溜まったことや、気になるこ

と、心配な事、話してみませんか。『え

くぼの会』会員が、ゆっくりお茶を

飲みながら一緒に考えていきます。

◆ 日時／4月15日 水 10:00～14:00
※時間内の都合のよい時に気軽に訪れ

てください。

◆ 場所／角館交流センター相談室

◆ 問合せ／仙北市保健課 成人保健係 

☎ 55-1112

だれかに話をすると
安心する

えくぼの会
傾聴ボランティア

 5 日　冨塚歯科医院（大仙市刈和野）

☎ 0187-75-1125

12 日　高橋歯科医院（大仙市角間川）

☎ 0187-65-2238

19 日　仙北歯科医院（大仙市福田）　

☎ 0187-69-2828

26 日　岩田歯科医院（大仙市四ツ屋）

☎ 0187-62-8264

大曲仙北歯科医師会

４月の休日歯科診療当番医市立田沢湖病院

国
民
健
康
保
険
（
35
歳
以
上
の
方
）・
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

禁煙はお医者さんに

相談しましょう！

① 直ちに禁煙しようと考えている

② 問診でニコチン依存症と診断

③ 1 日の喫煙本数×喫煙年数が 200 以上ある

④ 禁煙治療を受けることを文書により同意する

保険適応となる条件

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
３
年
ご
と
に
介
護
保

険
事
業
計
画
を
見
直
し
、
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
見

込
量
等
に
基
づ
き
、
65
歳
以
上
（
第
１
号
被
保

険
者
）
の
方
が
負
担
す
る
介
護
保
険
料
を
決
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
保
険

料
基
準
額
は
月
額
６
１
０
０
円
で
す
。
住
民
税

の
課
税
状
況
と
所
得
に
よ
っ
て
下
表
の
第
１
～

第
９
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。

《
平
成
24
～
26
年
度
の
保
険
料
額
か
ら
の
変
更
点
》

①
介
護
保
険
施
設
や
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
、
65
歳
以
上
の
方

の
介
護
保
険
給
付
費
の
負
担
割
合
の
増
（
給

付
費
の
21
％
か
ら
22
％
に
変
更
）、
介
護
報
酬

改
定
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
基
準
額
（
月
額
）

が
２
２
０
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
低
所
得
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
平
成
24

～
26
年
度
の
第
１
・
第
２
段
階
を
統
合
し
、
消

費
税
等
を
財
源
と
す
る
公
費
を
投
入
す
る
こ
と

で
、
調
整
率
が
０
・
５
か
ら
０
・
45
に
下
が
り
ま

す
。
ま
た
、
本
人
課
税
の
段
階
が
所
得
に
よ
り

細
分
化
さ
れ
、
第
９
段
階
の
所
得
が
３
２
０
万

円
以
上
か
ら
２
９
０
万
円
以
上
と
な
り
ま
す
。

《
問
合
せ
》

　

介
護
保
険
事
務
所 

保
険
指
導
班

　

☎
０
１
８
７
（
86
）
３
９
１
１

介
護
保
険
料
は
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る

介
護
保
険
制
度
の
大
切
な
財
源
で
す
。
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
度
か
ら
の

介
護
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た

表　第 1 号被保険者の介護保険料

段階 区分（平成 27 年度の住民税課税状況等） 保険料（年額）

第 1 段階

世帯全員が

住民税非課税

生活保護を受給している方

本人の前年の［合計所得金額＋課税年金収入額］が 80 万円以下の方
32,940円 基準額× 0.45

第 2 段階 本人の前年の［合計所得金額＋課税年金収入額］が 120 万円以下の方 45,750 円 基準額× 0.625

第 3 段階 本人の前年の［合計所得金額＋課税年金収入額］が 120 万円を超える方 54,900円 基準額× 0.75

第 4 段階 住民税課税世帯

（本人非課税）

本人の前年の［合計所得金額＋課税年金収入額］が 80 万円以下の方 64,050 円 基準額× 0.875

第 5 段階 本人の前年の［合計所得金額＋課税年金収入額］が 80 万円を超える方 73,200円 基準額

第 6 段階

住民税課税世帯

（本人課税）

本人の前年の合計所得金額が 120 万円未満の方 91,500 円 基準額× 1.25

第 7 段階 本人の前年の合計所得金額が 120 万円以上、190 万円未満の方 95,160 円 基準額× 1.3

第 8 段階 本人の前年の合計所得金額が 190 万円以上、290 万円未満の方 109,800円 基準額× 1.5

第 9 段階 本人の前年の合計所得金額が 290 万円以上の方 128,100円 基準額× 1.75

①
直
接
医
療
機
関
へ
予
約
し
、
受
診
日
を

確
認

②
市
役
所
各
庁
舎
・
出
張
所
の
窓
口
で
助
成

金
の
申
請
。
国
保
か
後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

③
受
診
時
に
助
成
金
の
決
定
通
知
書
を
持
参

※
助
成
金
の
申
請
を
し
な
い
で
受
診
し
、
費
用

を
全
額
支
払
っ
た
場
合
で
も
年
度
内
に
申
請

す
れ
ば
、
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

印
鑑
・
領
収
書
・
金
融
機
関
の
通
帳
を
持
参
し
、

市
の
各
庁
舎
・
出
張
所
の
窓
口
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

特
定
健
診
に
つ
い
て
／
こ
の
人
間
ド
ッ

ク
を
受
診
し
た
場
合
、
ほ
ぼ
同
じ
健
診

内
容
が
含
ま
れ
る
た
め
、
市
の
特
定
健

診
を
受
診
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆ 

問
合
せ
／
市
民
生
活
課
国
保
年
金
係
（
角

館
庁
舎
）
☎
（
43
）
３
３
１
６
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新潮社から寄贈された図書を紹介します

▼乙女の家《朝倉かすみ》　 ▼宰相

A《田中慎弥》　 ▼電車道《磯崎

憲一郎》　 ▼影媛《高尾長良》　 ▼

親が倒れた！桜井さんちの場合

《小林裕美子》　 ▼お茶の味－京都

寺町一保堂茶舗－《渡辺都》　 ▼

うちの子が泣いてるワケ《グレッ

グ・ペンブローク、波田孝介／

訳》　 ▼突然ノックの音が《エト

ガル・ケレット、母袋夏生／訳》　 ▼死んでたまるか《伊東

潤》　 ▼朦朧戦記《清水義範》　 ▼ブラック　オア　ホワイト

《浅田次郎》　 ▼残夢の骸－満州国演義 9 －《船戸与一》　 ▼

EYES　愛囚の視線《御堂志生》　 ▼反知性主義－アメリカが

生んだ「熱病」の正体－《森本あんり》　 ▼山本周五郎長篇

小説全集　第二十六巻　青べか物語《山本周五郎》　 ▼メガ！

－巨大技術の現場へ、ゴー－《成毛眞》　 ▼食に生きて－私

が大切に思うこと－《辰巳芳子》　 ▼マイクロソフトを辞め

て、オフィスのない会社で働いてみた《スコット・バークン、

依田卓巳／訳》

●  新潮社文庫新刊も多数寄贈されています。

『春に読みたい絵本と児童図書』特集

新年度を迎え、ピッカピッ

カの気持ちで新しい生活

をスタートした園児・児

童・生徒のみなさんへ、

応援の気持ちを込めて、

今、読んでいただきたい

本を特集します。毎日、緊張と不安の連続だとは思いますが、

休みの日には本を読んでリラックスしてください。

図書館
情報局

SEMBOKU CITY LIBRARY

イベント交流館（新潮社記念文学館）☎ 43-3333　　4月休館日　6日月～10日金 展示替 　13日月　20日月　27日月

4月休館日　6日月　13日月　20日月　27日月　29日水・祝

 　　　　　30日木・月末

4月休館日　6日月　13日月　20日月　27日月　29日水・祝 　30日木・月末

田沢湖図書館　☎43-1307

学習資料館　☎43-3333

４月から『月末休館』を実施します

毎月末日は、図書整理・整備作業のために休館し

ます（ただし、末日が月曜日または祝日の場合は

その翌日）。平成 27 年 4 月から平成 28 年 3 月ま

で 1 年間試行します。皆さまのご理解とご協力を

お願いします。

手作り教室

羊毛フェルトの十二支が始まります

4 月から毎月 1 回（第 3 または第 4 木曜日 10:00 ～ 12:00）、

ニードルパンチで、十二支のコロンとしたモチーフをひと

つずつ作ります。1 年間続く教室ですが、お好きな干支の

時だけ参加も可能です。

おはなし玉手箱

日時　　4月18日（土）  10:00 ～

場所　　田沢湖図書館  2階

紙芝居や

絵本の読み聞かせ 

などなど…

生涯学習課　 ☎43-3383

田沢湖公民館 ☎43-1061

角館公民館　 ☎54-1110

西木公民館　 ☎47-3100

生
涯
学
習

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

　
仙
北
市
を
訪
れ

る
海
外
の
方
々
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
役
立

て
て
欲
し
い

と
昨
年
９
月

に
「
お
も
て
な

し
の
英
会
話

教
室
」を
開
講
し
、

７
歳
か
ら
72
歳
ま

で
幅
広
い
年
代
の
受
講
者

15
人
が
、
今
年
２
月
に
全
10
回
の
課
程
を
終
了

し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
生
保
内
の
佐
藤
智
恵
子
さ
ん
を
迎

え
、
終
始
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
楽
し
い
教
室

と
な
り
ま
し
た
。
テ
キ
ス
ト
に
は
仙
北
市
の
地

名
や
施
設
名
が
書
か
れ
、
実
践
的
で
大
変
分
か

り
や
す
か
っ
た
と
好
評
で
し
た
。

基
礎
か
ら
学
ぶ

「
お
も
て
な
し
の
英
会
話
教
室
」

【
田
沢
湖
公
民
館
】

　「
民
謡
手
踊
り

の
会
」
は
８
人
の

メ
ン
バ
ー
で
、
西

木
公
民
館
の
和
室

を
練
習
場
所
と
し

て
利
用
し
て
い
ま

す
。
幼
い
頃
か
ら

慣
れ
親
し
ん
で
き

た
民
謡
の
手
踊
り

を
忘
れ
な
い
よ
う

に
、
月
に
１
回
程

度
集
ま
り
、
踊
り
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　「
秋
田
お
ば
こ
節
、
秋
田
音
頭
、
秋
田
甚
句
、

拳
囃
子
、
お
こ
さ
節
、
ど
ど
さ
い
節
」
な
ど
レ

パ
ー
ト
リ
ー
は
い
っ
ぱ
い
。
今
年
度
は
婦
人
会

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
に
も
出
演
し
踊
り
を

披
露
し
ま
し
た
。
来
場
者
の
皆
さ
ん
に
大
変
喜

ん
で
い
た
だ
き
、
私
た
ち
も
今
後
の
活
動
の
励

み
に
な
り
ま
し
た
。

民
謡
手
踊
り
の
会

生
涯
学
習
活
動
紹
介

公
民
館
利
用
者
の
声

　
公
民
館
で
は
毎
月
様
々
な
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で
無
か
っ
た
新
し

い
講
座
の
開
催
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
「
あ
ん
な
講
座
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」

「
生
き
が
い
作
り
（
生
涯
学
習
）
の
た
め
に

こ
ん
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
」
な

ど
企
画
し
て
欲
し
い
講
座
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
寄
せ
ら
れ
た
希
望
講
座
は
必
ず
開
催
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
公
民
館

講
座
に
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

●
問
合
せ
／
各
公
民
館
ま
た
は
生
涯
学
習
課

平
成
27
年
度
公
民
館
講
座
の
メ
ニ
ュ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

こども読書の日

子どもの読書活動の推進に関する法律により、4 月

23 日は『こども読書の日』と定められています。そ

こで 4 月は子ども向けの本をたくさん特集していま

す。利用者カードをお持ちでないお子さんがおりまし

たら、この機会にカードを作ってみませんか。詳細は

学習資料館にお問い合わせください。

第 1 回目『申 - さる -』

日時　　4月23日（木） 10:00 ～

材料費　500円
（初めての方は道具代 200円かかります）

問合せ・申込みは田沢湖図書館へ

受講者の皆さんには修了証が渡されました。

が
ん
ば
ろ
う
！
東
北

せ
ん
ぼ
く
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
の
提
案
書
を
公
募
し
ま
す

　
生
涯
学
習
課
で
は
仙
北
市
内
を
会
場
に
、
地

域
の
魅
力
発
信
や
継
続
的
な
賑
わ
い
を
創
出
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
提
案
書
を

公
募
し
て
い
ま
す
。
採
択
さ
れ
た
事
業
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
支
援
し
ま
す
。
詳
し
く
は

生
涯
学
習
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
応
募
資
格
》
芸
術
文
化
活
動
に
意
欲
が
あ
り
、

事
業
の
実
施
が
可
能
な
団
体
等

《
事
業
実
施
期
間
》
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

に
行
わ
れ
る
事
業

《
補
助
金
額
》
補
助
対
象
経
費
に
対
し
て
30
万

円
を
上
限
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

《
補
助
対
象
経
費
》

①
会
場
借
上
料
、
会
場
設
備
運
搬
等
に
要
す
る

経
費

②
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
等
広
告
宣
伝
に
要
す
る

経
費

③
会
場
看
板
等
の
作
成
に
要
す
る
経
費

④
講
師
等
へ
の
謝
礼
や
旅
費
、
交
通
費
（
上
限

が
あ
り
ま
す
）

⑤
そ
の
他
事
業
実
施
に
要
す
る
経
費
で
市
長
が

認
め
た
も
の

※
備
品
購
入
や
食
糧
費
は
補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

《
応
募
方
法
》
所
定
の
様
式
に
よ
り
応
募
く
だ

さ
い
。
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　http://w
w

w
.city.sem

b
oku.a

kita
.jp/new

s_

topics/w
hatsnew

.php?id=707

《
応
募
用
紙
設
置
場
所
》
生
涯
学
習
課
、田
沢
湖
・

角
館
・
西
木
各
公
民
館

《
問
合
せ
》
生
涯
学
習
課
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仙北市子育て支援施設『さくラッコ』

　市内２か所の認定こども園、３か所の保育園に子育て

支援センターがあります。子育て支援センターは、地域

全体で子育てを支援する基盤づくりのため、次のような

活動を行っています。

【育児不安等についての相談指導】

　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関し

て相談を受け付けています。一人で悩まず、小さなこ

とでもお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の 9：00～17：00。手紙・

FAX 等はいつでも】

【子育てサークル等への支援】

　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場

を提供したり、活動の支援をしたりします。興味のあ

る方はぜひご連絡ください。

【集いの広場の開設】

　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広

場を開いています。保育園に入園していないお子さん

と、お母さん、お父さん、おばあちゃん、おじいちゃ

んなど、どなたでも参加できます。

　準備の都合上、参加される方は前日まで各保育園へ

ご連絡ください。※持ち物等は各保育園にご確認ください。

4月の 子育て支援センター情報

4月  子どもカレンダー
乳幼児健診

日 健診名 対象者

 9日 木 4 か月児 H26 年 11 月生

16日 木 10 か月児 H26 年 5 月生

23日 木 1 歳 6 か月児 H25 年 9 月生

24日 金 2 歳 6 か月児 H24 年 9 月生

30日 木 3 歳 6 か月児 H23 年 9 月生

乳児食育教室『もぐもぐランド』

日 相談名 対象者

28日 火 7 か月児 H26 年 9 月生

母子健康手帳交付

日 受付時間

 6日 月・14日 火

21日 火・27日 月
13:00 ～ 13:30

開放日 時間

 6日 月・13日 月

20日 月・27日 月
9:30 ～ 11:30

1 歳 3 か月児健康相談

日 相談名 対象者

28日 火 1 歳 3 か月児 H26 年 1 月生

☎ 43-1025　FAX 43-3256　時間 9：30 ～ 11：30

22 日水／新しい年度始まり・はじめましての会

だしっこルーム（だしのこ園内）

【問合せ】

子育てサポート「はっぴい・マム」（角館町岩瀬町 29）
☎ 080-1663-4494
Facebook　www.facebook.com/happy.mamu
　イベントへの参加申込みはこちらからも可能です。

※お車でお越しの際は、さくラッコ隣（4台）、または情報センター

をご利用ください。

　入園前のお子さんのいるマ

マ、育児で悩んでいるママ、引っ

越してきたばかりで知らないこ

とばかり…と不安なママ。もち

ろん、パパやおじいちゃん、お

ばあちゃんもどうぞ一緒に遊び

に来てくださいね。

　子どもが大好きなサポーターが、おもちゃを準備してお待

ちしています！

【4月の開放日】（毎週水・木・土曜日 10：00 ～ 15：00）

★はっぴいルーム
　（お友達作りや情報交換の場として開放）

　水曜日 　1 日・8 日・15 日・22 日

　木曜日 　2 日・9 日・16 日・23 日・30 日

　土曜日 　4 日・11 日・18 日・25 日

※ 4月29日水は祝日のためお休みとなります。

【4月のイベント】

★うきうき広場（ミニイベント＆お誕生会）

8日 水  10：30 ～ 11：30

はじめましての会

うきうき、わくわく、どきどきの新年度もいよいよスター

ト！新しいお友達もたくさんできるかな？お茶を飲みな

がら、楽しくおしゃべり＆情報交換をしませんか？

4 月生まれのお友達も集まれ～！みんなで一緒にお祝い

しましょう！

★わくわく広場（親子で楽しめるイベント＆講座）

16日 木  10：30 ～ 11：30

オリジナルタンブラー (500ml) を作ろう！

お子さんやお気に入りの写真、かわいいマスキングテー

プなども使って、オリジナルタンブラーを作ってみませ

んか？製作中はお子様を託児しますので（無料）、参加者

の方々とお話を楽しみながら、ゆったりと作業なさって

くださいね。

《申込締切》4月13日月

《材料費》200円

《持ち物》お子さまや家族、お気に

　入りの写真をご持参ください。

★すくすく成長記録 Day

23日 木  10：30 ～ 11：30

大きくなったかな～？お子さんの身長・体重測定をして

みましょう。子育ての心配事などの相談もできますよ！

28 日火／はじめましての会

わかばルーム（神代こども園内）

☎ 44-2502　FAX 44-2931　時間 9：30 ～ 11：30

22 日水／はじめましての会

いちごルーム（角館保育園内）

☎ 53-2918　FAX 53-2919　時間 10：00 ～ 11：30

★４月はお休みします。５月からは随時園解放し

ますので、遊びに来てください。

さくらんぼルーム（ひのきない保育園内）

☎ 48-2345　FAX 48-2525

23 日木／はじめましての会～保育園で遊ぼう～

なかよしルーム（にこにこ保育園内）

☎ 47-2525　FAX 47-2323　時間 9：30 ～ 11：30

会場　  健康管理センター（角館）

問合せ  仙北市保健課  ☎ 55-1112

おやこ交流広場

子ども同士のふれあいやお母さん方の

交流のため、健康管理センターのホー

ルを開放します。お子さんを自由に遊

ばせる広場としてお使いください。

～平成 27年 4月より第 2水曜日となりました～

要事前申込

定員８人

【平成 27年度　年間イベント予定】

うきうき広場（第 2水曜日）：ミニイベント & お誕生日会を開催します。

わくわく広場（第 3木曜日）：親子で楽しめるイベント＆講座を開催します。

【平成 27年度　年間イベント予定】

うきうき広場：第 2水曜日に、ミニイベント & お誕生

日会を開催します。

わくわく広場：第 3木曜日に、親子で楽しめるイベン

ト＆講座を開催します。

うきうき広場 わくわく広場

4 月 はじめましての会
オリジナルタンブ

ラーを作ろう

5 月
手作りおもちゃ de

外であそぼう
角館まちなか散策

6 月

『歯』について

～家族みんなで健
康な歯をめざして

樺細工体験

7 月 さくラッコ縁日
アロマで虫よけス

プレー作り

8 月
白玉だんごとかき

氷を作ってみよう

我が子のヘアアレ

ンジ

9 月 リトミック教室 ベビーマッサージ

10 月 食育講座 ( 離乳食 )
プレママ＆ママ交

流会

11 月 秋のミニ運動会 子育て講座(講演会)

12 月
クリスマス飾りを

作ろう
クリスマス会

1 月 味噌作りに挑戦 雪遊びを楽しもう

2 月
さくラッコおとり

よせカフェ
雛っこ餅作りに挑戦

3 月
入園グッズ作り　

ミシンに挑戦 !?
救命救急講座

※日程や内容が変更になる場合もあります。

詳細は、毎月 1日発行の広報せんぼく、さくラッコの

Facebook で紹介しています。

www.facebook.com/happy.mamu

子育てインフォメーション子育てインフォメーション
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古民家再生 ビッキ倶楽部
第９回秋田版女性のための
初心者ツーリング
　スポーツ自転車に乗ってみませんか。

丁寧な指導で、秋田の母さんたちにも大

好評。ママちゃりでは体験できない爽快

感！初春の田沢湖畔で風を感じて走りま

しょう。

【日時】4 月 26 日 日  10:30 ～ 16:00

【集合】ホテル森の風田沢湖（旧ホテルタ

ザワ　田沢湖生保内下高野 82-117）

【参加費】6,000 円（保険・女性用レン

タルロードバイク一式含む）

【参加者】10 人限定

【講師】土屋朋子 自転車ジャーナリスト 

地域開発プロデュ―サー

【申込・問合せ】3 Ｗ田沢湖事務局  ☎

43-2370

市民公開セミナー＆無料相談会
　成年後見制度や相続、遺言について知っ

ていただくため、成年後見に関する知識

を有する行政書士による市民公開セミ

ナーと無料相談会を開催します。

【日時】4 月 11 日 土 13:30 ～ 16:00

【場所】田沢湖総合開発センター 大集会室

【問合せ】コスモス成年後見サポートセン

ター秋田県支部  ☎ 0185-54-2623

おはなし会『うさぎのみみ』
　仙北市総合情報セン

ター・学習資料館では、

月に 1 度、おはなし

ボランティア『うさ

ぎのみみ』の皆さん

によるおはなし

会を開催してい

ます。お子様と一

緒にぜひお越しください。

【日時】4 月 11 日 土 10:00 ～ 11:00

【場所】仙北市総合情報センター・学習資

料館　おはなしコーナー

【内容】 ▼エプロンシアター「赤ずきん」 

▼おおがたかみしばい「たんぽぽのた

び」 ▼「しかけ絵本」をたくさん準備

して待ってます♪ ▼さいごに「おえか

き」を楽しみましょう♪

【問合せ】学習資料館　☎ 43-3333

平成２７年度デュアルコース
６月期生の募集
　ポリテクセンター秋田では、求職者を

対象にものづくり分野に関する専門的技

能・知識を習得するための職業訓練を行っ

ています。

【訓練期間】6 月 12 日 金 ～ 12 月 25

日 金 9:20 ～ 15:40（7 か月）

【会場】ポリテクセンター秋田（潟上市）

【訓練科（定員）】テクニカルオペレーショ

ン科（若年者コース）（20 人）

【募集期間】4 月 13 日 月 ～ 5 月 11 日 月

【受講料】無料（テキスト代等は自己負担）

【応募資格】ハローワークに求職申込をさ

れた方で、新たな技術 ･ 技能を身につ

けて再就職を希望される方

【問合せ】秋田職業能力開発促進センター

（ポリテクセンター秋田）訓練課 受講

者第一係  ☎ 018-873-3178

OSHIRASE NAVIイベント

秋田県障害者スポーツ大会
【日程と競技】 ▼ 8 月 29 日 土  水泳、アー

チェリー、一般卓球、サウンドテーブ

ルテニス、バレーボール（精神障害）

　 ▼ 9 月 12 日 土  陸上競技、フライン

グディスク、ボウリング

【申込方法】4 月 27 日 月 から市町村の

障害福祉担当課で要綱や申込関係書類

の配布を開始します。また、同日に当

協会ホームページにも掲載します。

【市町村窓口の申込締切】5 月 29 日 金 

【問合せ】（一社）秋田県障害者スポーツ

協会事務局  田口  ☎ 018-864-2750

新入社員歓迎激励会
　新入社員（地元就職者 = 市外からの就

職者も含む）歓迎激励会を下記により開

催します。該当する社員の方がおりまし

たら、ぜひご参加ください。

【日時】4 月 17 日 金 13:30 ～

【場所】角館交流センター 第 1 研修室

【申込方法】申込書への記載が必要となり

ます。下記までご連絡ください。

【申込締切】4 月 7 日 火 

【問合せ】仙北市商工会 西木支所  ☎ 47-

2130

OSHIRASE NAVIイベント

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

行政相談委員が委嘱されました
　この度、4 月 1 日付けで、次の 3 人

の方が、総務大臣より行政相談委員に委

嘱されました。行政相談委員は、総務大

臣から委嘱を受け、国の仕事などについ

ての苦情や意見・要望を受付け、皆さん

と関係行政機関との間に立って、その解

決を図る「行政と住民のパイプ役」です。

それぞれ自宅で相談を受付けているほか、

定例相談所を開催しています

【行政相談委員】

　◆難波輝子

　☎ 43-0782

　田沢湖生保内字水尻 7

　◆大楽進

　☎ 53-2690

　角館町七日町 34

　◆新山敦晃

　☎ 47-2746

　西木町西明寺字宮田 18

【４月相談所開設日時・場所】 ▼ 8 日 水

・神代出張所  ▼ 15 日 水・田沢湖総

合開発センター  ▼ 16 日 木・角館交

流センター

【時間】13:00 ～ 16:00

【問合せ】仙北市総務課  ☎ 43-1111

OSHIRASE NAVI相　談

生保内公園愛護会
会員募集
　生保内公園愛護会は、園内の景観維持

のために年に 5 ～ 6 回、2、3 時間ほど

手入れ作業を行っています。地域の方々

と親睦を深めながら、緑豊かな公園の愛

護活動に参加しませんか。

【問合せ】稲田  ☎ 43-1165

OSHIRASE NAVI募　集

新入学（園）期の交通安全運動
　4月6日から4月12日までの7日間、

「新入学（園）期の交通安全運動」が実施

されます。この時期、新入学（園）児が

不慣れな通学（園）路を通い始めること

から、子どもがまきこまれる交通事故が

発生しないよう、皆さまのより一層のご

協力をお願いします。

　　　　　■仙北警察署

　　　　　■仙北市交通安全対策協議会

OSHIRASE NAVIお知らせ

国の教育ローン（日本政策金
融公庫）のご案内
　高校、大学等への入学時・在学中にか

かる費用を対象とした公的な融資制度で

す。お子さま 1 人につき 350 万円以内

を固定金利　年 2.25%（平成 27 年 1

月 31 日現在）で利用でき、在学期間内

は利息のみのご返済とすることができま

す。詳しくは「国の教育ローン」で検索

していただくか、下記まで。

【問合せ】教育ローンコールセンター  ☎

0570-008656（ナビダイヤル）

　または☎ 03-5321-8656

OSHIRASE NAVIお知らせ

５月納付分から協会けんぽの
保険料率が変わります
　健康保険料率は、医療費支出の増大、

全国との医療費格差の拡大などにより、

平成 27 年 5 月納付分から 10.06%（現

行 10.02%）に引き上げとなります。な

お、40 歳から 64 歳までの方に対する

介護保険料率は 1.58%（現行 1.72%）

に引き下げとなります。

月収

（税引き前）

お勤めの方ご本人負担分（変化分）

健康保険料 介護保険料

20 万円 月約 40 円増 月約 140 円減

※任意継続被保険者の方は、事業主負担

分も加わります。

【問合せ】全国健康保険協会（協会けんぽ）

秋田支部  ☎ 018-883-1841

OSHIRASE NAVIお知らせ

角館地区の国道の管理に
関するお知らせ
　国道 46 号角館バイパス事業の完了に

伴い、平成 27 年 4 月 1 日から、同区間

の旧道を国道 105 号、国道 341 号とし

て秋田県が管理しますので、お知らせし

ます。

【区間の道路に関する通報やご要望】  

　秋田県仙北地域振興局  ☎ 0187-63-

8141

　《緊急の場合》道路緊急ダイヤル  ☎

#9910

OSHIRASE NAVIお知らせ

仙北市社会福祉協議会
４月の心配ごと相談日
　社会福祉協議会では、相談援助活動と

して心配事相談を行っています。お気軽

にご利用ください。

【日時・場所】 ▼ 8 日 水 13:00 ～ 16:00

　・神代出張所  ▼ 9 日 木 、23 日 木 

13:00 ～ 16:00・社会福祉協議会角

館支所  ▼ 15 日 水 13:00 ～ 16:00・

田沢湖総合開発センター  ▼ 20 日 月 

10:00 ～ 12:00・社会福祉協議会西

木支所

【問合せ】仙北市社会福祉協議会  ☎ 52-

1624

OSHIRASE NAVI相　談

秋田県司法書士会司法書士総合相
談センター大曲
無料相談会

【相談内容】不動産・会社・法人の登記、

多重債務、成年後見等

【相談】面談による相談（事前に必ず電話

による予約が必要です）。毎月先着順に

4 件まで。

【予約専用電話】司法書士総合相談セン

ター大曲  ☎ 018-824-0055

【開催日】4 月 22 日 水 、5 月 27 日 水 

、6 月 24 日 水 、17:30 ～ 19:00

【場所】サンクエスト大曲（大仙市大曲日

の出町 1-23-3）

【予約締切】前週木曜日 15:00

【問合せ】秋田県司法書士会  ☎ 018-

824-0187

OSHIRASE NAVI相　談

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等 OSHIRASE NAVIイベントOSHIRASE NAVIイベント

OSHIRASE NAVIお知らせ

善意ありがとうございます
２月受付分、敬称略

【仙北市社会福祉協議会へ寄付】
◆よねや商事株式会社

◆世古寸喜展世話人会

◆八柳郁雄（山根町）

◆茶たての清水を守る会  会長  青柳征

◆草薙正（神代字下生田）

◆藤原一良（生保内字田向）

◆藤原敏弥（生保内字水尻）

国道 46 号から国道 105 号、国道 341 号へ

路線名が変わり、秋田県が管理する区間

角館バイパス

角館駅 
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4/ １ 水

２ 木

３ 金 ●角館・白岩・角館西・中川保育園入園式

４ 土

５ 日 ●平成27年春の火災予防運動 11日まで P18

６ 月
●だしのこ園入園式
●にこにこ・ひのきない保育園入園式

７ 火
●神代こども園入園式
●角館・生保内・神代・西明寺・桧木内中学校入学式

８ 水

●えがおサロン（田沢湖健康増進センター） P23

●うきうき広場（さくラッコ10：30 ～11：30） P27

●行政相談所開設日（神代出張所 13：00 ～16：00） P28

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（神代出張所 13：00 ～16：00） P29

●角館・中川・生保内・西明寺小学校入学式

９ 木
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13：00 ～16：00） P29

●白岩・神代・桧木内小学校入学式

１０ 金 ●かくのだて幼稚園入園式

１１ 土
●おはなし会『うさぎのみみ』（仙北市総合情報センター10：00 ～11：00） P28

●市民公開セミナー＆無料相談会（田沢湖総合開発センター13：30 ～16：00） P28

●刺巻水ばしょう祭り 5 月 6 日まで

１２ 日 ●秋田県議会議員一般選挙投・開票予定日 3/16･P13

１３ 月

１４ 火

１５ 水

●えくぼの会（角館交流センター10：00 ～14：00） P23

●こころの相談（田沢湖健康増進センター） P23

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター13：00 ～16：00） P28

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター13：00 ～16：00） P29

１６ 木
●わくわく広場（さくラッコ10：30 ～11：30） P27

●行政相談所開設日（角館交流センター13：00 ～16：00） P28

１７ 金
●『ふるさと納税  ふるさと便事業』出品希望者説明会（角館交流センター18：00 ～） P16

●笑いの会（角館健康管理センター10：00 ～11：30） P23

●新入社員歓迎激励会（角館交流センター13：30 ～） P28

１８ 土
●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10：00 ～） P25

●かたくり群生の郷開園 5 月 3 日まで（予定）

１９ 日 ●春の一斉クリーンアップ（市内各地区・町内 6：00 ～） P17

２０ 月
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会西木支所 10：00 ～12：00） P29

●角館の桜まつり 5 月 5 日まで

仙北市カレンダー ４/１水   ～２０月  
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カラ吹き源泉事故について

平成27年度仙北市機構改革

平成27年度施政方針

平成27年度当初予算概要

平成27年度の主な事業

地域の話題

市役所からのお知らせ

「地方創生特区」第一弾に仙北市／
かくのだてフィルムコミッション
ロケーションだより

保健・健康の掲示板／介護保険事務
所からのお知らせ

学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習

図書館情報局

子育てインフォメーション

おしらせナビ

戸籍の窓口から／カレンダー・目次

広告

つ ぶ や き

広報担当者の

SR　冬に逆戻りの3月下旬。それ
までの好天で週明けの雪予報も

「積りはしないだろう」とタイヤ
交換を検討。いざ土日になると
億劫になり「そんなに急がなく
ても」と思考を切り替え。おか
げで数日間の積雪に対応するこ
とができました。結局何もして
いないのに「うまくいった」（と
思うようにしている）事例です。

TK　自分の担当するページのレ
イアウトの大幅な変更に初めて
挑戦しました。着々と迫ってく
る締切日におびえつつも雑誌な
どを参考に試行錯誤を繰り返し、
どうにか完成までこぎつけまし
たが、思った以上に時間がかか
り改めて誌面作りの難しさを感
じました。

YR　今回の広報編集も終盤を迎
えた頃、天候が崩れ雪の日が続
きました。一面真っ白になった
景色に予定していた写真が撮影
できず締め切りぎりぎりに。年
度末、最後の編集も焦りました
が、係内の協力でなんとか撮影
にこぎ着け入稿し、ほっ。いつ
もみんなのフォローに感謝です。

戸籍の窓口から

2月届出分・敬称略

第 3 セクター情報

人口

男

女

世帯数

28,521 人　　（- 49）
13,290 人　　（- 13）
15,231 人　　（- 36）
10,801 世帯　 （-   4）

出生
死亡
転入
転出

8 人
40 人
18 人
35 人

人の動き（平成 27 年 3 月 1 日現在）

※外国人登録者含む。（）内は前月比増減数

株式会社　西宮家

株式会社　アロマ田沢湖

西木温泉　クリオン

株式会社　花葉館

47-2010☎

春爛漫、クリオンの「ご宿泊プラン」

　おひとり様9,330円～　お花見の後はゆっくり温泉に入って、

　おいしい食事を食べて春を満喫しましょう！

ゆったりくつろぐ「おすすめ日帰りプラン」

　お料理3,000円～（4,000円以上ご利用でおひとり様につき、

　お銚子1本サービス）各種宴会、会合にピッタリ！特典も満載

　の日帰りプランでゆったりとおくつろぎください。

花いっぱいの仙北市、お花見のお供に♪

　お花見弁当、立ち寄り昼食大歓迎！オードブル（6,000円～）、

　折詰（2,000円～）などお花見期間中（4月18日～ 5月6日）

　のご予約、大好評承り中！

株式会社　西宮家

株式会社　アロマ田沢湖

西木温泉　クリオン

株式会社　花葉館

52-2438☎

米蔵2F

4月24日（金）～26日（日）　日本刺繍作品展（日本刺繍の会　花車）

照島陽
は る

華（憲仁・生保内字上滝沢）

種倉獅
し お ん

凰（徹・下菅沢）

山方陽
ひ な

菜（賢一・上野）

渡邊朝
あ さ ひ

陽（孝徳・表町上丁）

黒山丈
じょう

（忍・西長野鬼壁）

石郷岡快
かいしん

志（広之・雲然山口）

梁田いちほ（豪・西明寺字宮田）

おたんじょうおめでとう　…氏名（保護者・住所）

※表記の価格はすべて税込価格です。

千葉雄一郎（85 歳・生保内字中村）

佐々木末二（84 歳・生保内字武蔵野）

進藤喜一（56 歳・生保内字武蔵野）

小木田タマヱ（81歳・生保内字街道ノ上）

藤原清男（84 歳・生保内字水尻）

髙山俊男（82 歳・生保内字水尻）

羽根川キン（90 歳・田沢字見附田）

佐々木容子（80 歳・小松字谷地中）

藤村ウメ（90 歳・岡崎字鎌川）

鈴木昭三（87 歳・岡崎字内村）

淺利愛子（86 歳・神代字竹原）

草薙格治（88 歳・神代字下生田）

細川郷子（75 歳・神代字戸伏松原）

大石ルイ子（82 歳・梅沢字森腰）

村田繁夫（78 歳・卒田字白籏）

戸嶋吉右衛門（88 歳・西田）

伊藤チヤ子（69 歳・西野川原）

八桺昌子（80 歳・山根町）

戸澤礼子（90 歳・川原赤平）

鈴木ミホ（87 歳・西長野熊堂）

門脇マサヱ（95 歳・西長野中泊）

千葉澄子（87 歳・西長野古寺）

茂木須名子（83 歳・西長野鬼壁）

後藤冨士子（84 歳・雲然荒屋敷）

髙橋アサヱ（91 歳・下延西川原）

髙橋ミヱ（94 歳・白岩念仏殿）

熊谷達雄（89 歳・白岩上西野）

髙橋チヨ（96 歳・薗田家ノ東）

橋本賢藏（83 歳・上桧木内字西下戸沢）

田中リヱ（106 歳・上桧木内字宮田）

浅利イサ（95 歳・桧木内字中島）

伊藤康正（90 歳・桧木内字松葉）

猪本チヨノ（94 歳・西明寺字十二峠）

齋藤ハマ（92 歳・小山田字林崎）

門脇まさ（100 歳・小山田字沢口）

佐藤一男（66 歳・門屋字東田）

佐藤幸一（85 歳・小渕野字前田野）

おくやみもうしあげます　…氏名（年齢・住所）

株式会社　西宮家

株式会社　アロマ田沢湖

西木温泉　クリオン

株式会社　花葉館 ☎ 55-5888

4 月1日（水）より　日帰り宴会プラン 2,980円～

　　　　　　　　　　特選プラン（特製定食）1,300円～

4月29日（水・祝）　小桜舞子ディナーショー

　おひとり様5,700円　18:00～（お食事）　19:00（開演）
グラウンドゴルフ

4月10日（金）グラウンドゴルフ、ゲートボール合同安全祈願祭

　4月11日～ 24日までグラウンドゴルフ場無料開放。

花葉館グラウンドゴルフ友の会会員募集中（随時受付）

　【年会費】一人1,000円　【会員特典】会員証提示でレストラン

　飲食代5%割引、入浴料50円引き。

ポイントカード発行。貯めたポイントで特典いろいろ。

年間プレイパスポート

　【登録料】1,500円　証明用写真を1枚お持ちください。

　※レストラン・入浴料の割引はありません。

大会予定　※（）内は参加費

　4月25日（土）　月例大会　会員限定　（500円）

　4月30日（木）　小桜舞子杯　オープン参加　（1,000円）

　大会当日、出場者専用車両を運行します。（角館駅8:00出発）

株式会社　西宮家

株式会社　アロマ田沢湖

西木温泉　クリオン

株式会社　花葉館

43-2424☎

田沢湖ハーブガーデン「ハートハーブ」

4月18日（土）全館オープン！ぜひご来園ください！

　大好評！土日祝日ランチバイキング再開します！

東風の湯（だしのゆ）

仙北市民憩いの日　今月は4月26日（日）

　毎月開催『仙北市民憩いの日』は仙北市民入浴無料！

　【営業時間】7:00 ～ 21:00（受付20:00 まで）

　※仙北市民と確認できるもの（運転免許証・健康保険証等）　

　を必ずお持ちください。
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